
第
７
次
医
療

第
７
次
医
療

第
７
次
医
療

第
７
次
医
療
計
画

計
画
計
画

計
画
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
医
政
局
地
域
医
療
計
画
課
課
長
補
佐

原
澤
朋
史

平
成
２
９
年
５
月
１
７
日

平
成
２
９
年
度
医
療
計
画
策
定
研
修
会

1

医
療
計
画
策
定
研
修
会

平
成
２
９
年
５
月
１
７
日
～
１
８
日

資
料１

資
料
１

１
医
療
法
・
医
療
計
画
と
地
域
医
療
構
想
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同
時
改
定

（
予
定
）

基
金
（
医
療
分
の
み
）
基
金
（
介
護
分
を
追
加
）

基
金

基
金

総
合
確
保

方
針医
療
計
画

基
本
方
針

医
療
介

護
総
合

確
保
法

改
正

医
療
法

改
正

介
護

保
険
法

総
合
確
保

方
針

計画策定

介
護
報
酬
改
定

診
療
報
酬
改
定

地
域
医
療
構
想
の
策
定

社会保障制度改革国民会議報告書

プログラム法

医
療
介
護
総
合

確
保
推
進
法

第
７
次

計
画

第
７
期

計
画

第
6
期
介
護
保
険
事
業
（
支
援
）
計
画
に

位
置
付
け
た
施
策
（
在
宅
医
療
・介
護
連
携
等
）の
実
施

医
療
と
介
護
の
一
体
的
な
改
革
に
係
る
主
な
取
組
の
イ
メ
ー
ジ

平
成

平
成
平
成

平
成
２
５
２
５
２
５
２
５
年
度

年
度
年
度

年
度

平
成

平
成
平
成

平
成
２
７
２
７
２
７
２
７
年
度

年
度
年
度

年
度

平
成

平
成
平
成

平
成
２
８
２
８
２
８
２
８
年
度

年
度
年
度

年
度

平
成

平
成
平
成

平
成
２
９
２
９
２
９
２
９
年
度

年
度
年
度

年
度

平
成

平
成
平
成

平
成
２
６
２
６
２
６
２
６
年
度

年
度
年
度

年
度

平
成

平
成
平
成

平
成
３
０
３
０
３
０
３
０
年
度

年
度
年
度

年
度

介
護
保
険

事
業
計
画

基
本
指
針

計画策定

病
床
機
能
報
告

病
床
機
能
報
告

病
床
機
能
報
告

病
床
機
能
報
告

基
金
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１
．
１
．
１
．
１
．
目
的

目
的
目
的

目
的医
療
計
画
は
、
医
療
機
能
の
分
化
・
連
携
の
推
進
を
通
じ
て
、
地
域
に
お
い
て
切
れ
目
の
な
い
医
療
の
提
供
を
実
現
し
、
良

質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

本
検
討
会
は
、
現
行
の
医
療
計
画
の
課
題
等
に
つ
い
て
整
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
平
成
３
０
年
度
か
ら
の
次
期
医
療
計
画
を

よ
り
実
効
性
の
高
い
も
の
と
す
る
た
め
、
医
療
計
画
の
作
成
指
針
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

２
．
２
．
２
．
２
．
検
討
事
項

検
討
事
項

検
討
事
項

検
討
事
項

・
医
療
計
画
の
作
成
指
針
等
に
つ
い
て

・
医
療
計
画
に
お
け
る
地
域
医
療
構
想
の
位
置
付
け
に
つ
い
て

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
含
む
医
療
介
護
の
連
携
に
つ
い
て

・
そ
の
他
医
療
計
画
の
策
定
及
び
施
策
の
実
施
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

３
．
構
成
員
（
○
は
座
長
）

３
．
構
成
員
（
○
は
座
長
）

３
．
構
成
員
（
○
は
座
長
）

３
．
構
成
員
（
○
は
座
長
）

相
澤
孝
夫
（
日
本
病
院
会
副
会
長
）

櫻
木
章
司
（
日
本
精
神
科
病
院
協
会
理
事
）

安
部
好
弘
（
日
本
薬
剤
師
会
常
務
理
事
）

佐
藤
保
（
日
本
歯
科
医
師
会
副
会
長
）

市
川
朝
洋
（
日
本
医
師
会
常
任
理
事
）

田
中
滋
（
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）

今
村
知
明
（
奈
良
県
立
医
科
大
学
教
授
）

西
澤
寛
俊
（
全
日
本
病
院
協
会
会
長
）

○
遠
藤
久
夫
（
学
習
院
大
学
経
済
学
部
教
授
）

野
原
勝
（
岩
手
県
保
健
福
祉
部
副
部
長
）

尾
形
裕
也
（
東
京
大
学
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
）
藤
井
康
弘
（
全
国
健
康
保
険
協
会
理
事
）

加
納
繁
照
（
日
本
医
療
法
人
協
会
会
長
）

本
多
伸
行
（
健
康
保
険
組
合
連
合
会
理
事
）

齋
藤
訓
子
（
日
本
看
護
協
会
常
任
理
事
）

山
口
育
子
（
N
P
O
法
人
さ
さ
え
あ
い
医
療
人
権
セ
ン
タ
ー
C
O
M
L
理
事
長
）

４４４ ４
．
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

．
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

．
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

．
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
平
成
2
8
年
５
月
か
ら
1
2
月
ま
で
に
開
催
し
た
検
討
会
（
計
８
回
）
に
お
い
て
議
論
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
1
2
月
に
と
り
ま
と
め

・
療
養
病
床
の
取
扱
い
等
、
一
部
課
題
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
9
年
２
月
以
降
、
検
討
を
継
続

医
療
計
画
の
見
直
し
等
に
関
す
る
検
討
会
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医
探

計
画

の
ৄ

直
し

に
ൣ

い
改

正
し

た
匚

ഥ
・

告
示

・
通

知
一

༮
医

探
計

画
の

ৄ
直

し
に

ൣ
い

改
正

し
た

匚
ഥ

・
告

示
・

通
知

一
༮

＜
匚

ഥ
・

告
示

＞
○

医
探

提
供

体
勧

の
卾

৳
に

関
す

る
基

ম
方

拏
の

一
部

を
改

正
す

る
件

（
平

成
29ফ

厚
生

労
働

匚
告

示
第

88号
）

○
医

探
১

施
ষ

規
ಋ

の
一

部
を

改
正

す
る

匚
ഥ

（
平

成
29ফ

厚
生

労
働

匚
ഥ

第
27号

）

○
医

探
১

第
勫

厝
厬

の
捡

第
华

項
第

厝
一

号
に

規
定

す
る

探
ു

病
床

及
び

一
般

病
床

に
係

る
基

準
病

床
数

の
算

定
に

使
用

す
る

数
値

等
の

一
部

を
改

正
す

る
件

（
平

成
29ফ

厚
生

労
働

匚
告

示
第

89号
）

＜
通

知
＞

○
医

探
計

画
に

つ
い

て
（

平
成

29ফ
３

月
31日

付
け

医
政

発
0331第

57号
厚

生
労

働
匚

医
政

拈
শ

通
知

）

○
疾

病
・

事
業

及
び

厪
挭

医
探

に
係

る
医

探
体

勧
に

つ
い

て
（

平
成

29ফ
３

月
31日

付
け

医
政

地
発

0331第
３

号
厚

生
労

働
匚

医
政

拈
地

域
医

探
計

画
挜

শ
通

知
）

○
「

拖
拾

な
医

探
を

提
供

す
る

体
勧

の
卾

য়
を

掛
る

た
め

の
医

探
১

等
の

一
部

を
改

正
す

る
১

൅
の

一
部

の
施

ষ
に

つ
い

て
」

の
一

部
改

正
に

つ
い

て
（

平
成

29ফ
３

月
31日

付
け

医
政

発
0331第

58号
厚

生
労

働
匚

医
政

拈
শ

通
知

）

○
「

特
定

の
病

床
等

の
特

捁
の

事
勲

の
取

扱
に

つ
い

て
」

の
一

部
改

正
に

つ
い

て
（

平
成

29ফ
３

月
31日

付
け

医
政

地
発

0331第
４

号
厚

生
労

働
匚

医
政

拈
地

域
医

探
計

画
挜

শ
通

知
）
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第
７
次
医
療
計
画
の
見
直
し
の
概
要

５５５ ５
．
基
準
病
床
数
に
つ
い
て

．
基
準
病
床
数
に
つ
い
て

．
基
準
病
床
数
に
つ
い
て

．
基
準
病
床
数
に
つ
い
て

○
基
準
病
床
数
と
病
床
の
必
要
量
の
関
係
性
の
整
理
を
行
い
、
基
準
病
床
数
の
算
定
式
に
つ
い
て
必
要
な
見
直
し
を
実
施
。

○
療
養
病
床
の
取
扱
い
等
、
一
部
検
討
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
今
後
整
理
を
行
う
予
定
。

３
．
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

３
．
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

３
．
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

３
．
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

○
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
に
お
い
て
議
論
す
る
内
容
及
び
進
め
方
の
手
順
に
つ
い
て
整
理
。

４４４ ４
．
医
療
・
介
護
連
携
に
つ
い
て

．
医
療
・
介
護
連
携
に
つ
い
て

．
医
療
・
介
護
連
携
に
つ
い
て

．
医
療
・
介
護
連
携
に
つ
い
て

○
地
域
医
療
構
想
や
介
護
保
険
（
支
援
）
事
業
計
画
と
整
合
性
が
と
れ
る
よ
う
、
都
道
府
県
と
市
町
村
の
協
議
の
場
を
設
置
。

○
地
域
の
実
情
を
把
握
す
る
た
め
の
指
標
を
充
実
さ
せ
、
多
様
な
職
種
・
事
業
者
の
参
加
を
想
定
し
た
施
策
を
検
討
。

２２２ ２
．
指
標
に
つ
い
て

．
指
標
に
つ
い
て

．
指
標
に
つ
い
て

．
指
標
に
つ
い
て

○
都
道
府
県
ご
と
、
二
次
医
療
圏
ご
と
の
医
療
提
供
体
制
を
客
観
的
に
比
較
す
る
た
め
、
共
通
の
指
標
に
よ
る
現
状
把
握
を
実
施
。

○
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
適
切
に
回
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
指
標
の
見
直
し
を
実
施
。

１
．
５
疾
病
・
５
事
業
及
び
在
宅
医
療
に
つ
い
て

１
．
５
疾
病
・
５
事
業
及
び
在
宅
医
療
に
つ
い
て

１
．
５
疾
病
・
５
事
業
及
び
在
宅
医
療
に
つ
い
て

１
．
５
疾
病
・
５
事
業
及
び
在
宅
医
療
に
つ
い
て

○
引
き
続
き
現
状
の
５
疾
病
・
５
事
業
及
び
在
宅
医
療
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
取
組
み
を
推
進
。

○
「
急
性
心
筋
梗
塞
」
か
ら
「
心
筋
梗
塞
等
の
心
血
管
疾
患
」
へ
の
名
称
の
見
直
し
等
、
必
要
な
見
直
し
を
実
施
。

６６６ ６
．
そ
の
他

．
そ
の
他

．
そ
の
他

．
そ
の
他

○
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
フ
レ
イ
ル
等
に
つ
い
て
は
、
他
の
関
連
施
策
と
調
和
を
と
り
な
が
ら
、
疾
病
予
防
・介
護
予
防
等
を
中
心
に
、

医
療
・
介
護
が
連
携
し
た
総
合
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
。

6



•
制
を
構
築
す
る
。

が
ん
の
医
療
体
制

•
拠
点
の
な
い
二
次
医
療
圏
に
地
域
が

ん
診
療
病
院
の
整
備
を
進
め
る
。

•
外
来
に
お
け
る
が
ん
診
療
に
関
し
、
拠

点
病
院
等
を
中
心
と
し
た
、
そ
の
他
医

療
機
関
（
在
宅
医
療
提
供
施
設
含
む
）

と
の
地
域
に
お
け
る
連
携
体
制
を
構
築

す
る
。

•
制
を
構
築
す
る
。

○
こ
れ
ま
で
が
ん
医
療
の
均
て
ん
化
を
目
指
し
体
制
整
備
を
行
っ
て
き
た
が
、
が
ん
医
療
が
高
度
化
、
複
雑
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
均

て
ん
化
が
必
要
な
分
野
、
集
約
化
が
必
要
な
分
野
を
検
討
し
、
今
後
の
が
ん
医
療
体
制
を
整
備
す
る
。

○
が
ん
の
予
防
や
社
会
復
帰
、
治
療
と
職
業
生
活
の
両
立
に
向
け
た
支
援
に
取
組
む
。

【
概
要
】

•
が
ん
の
放
射
線
治
療
や
ゲ
ノ
ム
医
療
、
希

少
が
ん
、
小
児
が
ん
等
の
高
度
・
希
少
な

分
野
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
病

院
等
が
担
う
機
能
の
分
化
・
連
携
を
進
め

る
。

•
が
ん
の
高
精
度
放
射
線
治
療
や
粒
子
線

治
療
、
ゲ
ノ
ム
医
療
等
の
高
度
な
医
療
の

実
施
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
病
院
等

の
機
能
分
化
・
連
携
と
合
わ
せ
、
そ
れ
を
担

う
人
材
に
つ
い
て
も
集
約
化
や
育
成
を
進

め
る
。

•
第
２
期
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
に

お
い
て
が
ん
対
策
に
お
け
る
就
労
支

援
が
盛
り
込
ま
れ
、
拠
点
病
院
に
お

い
て
、
就
労
の
専
門
人
材
を
配
置
す

る
等
の
取
組
み
を
実
施
。

均
て
ん
化
と
集
約
化
の
バ
ラ
ン
ス
を

勘
案
し
た
新
た
な
医
療
提
供
体
制
へ

治
療
と
職
業
生
活
の
両
立
支
援
等
の
取
り
組
み

治
療
と
職
業
生
活
の
両
立
支
援
等
の
取
り
組
み

治
療
と
職
業
生
活
の
両
立
支
援
等
の
取
り
組
み

治
療
と
職
業
生
活
の
両
立
支
援
等
の
取
り
組
み

が
ん

が
ん
が
ん

が
ん
の
予
防
、
検
診

の
予
防
、
検
診

の
予
防
、
検
診

の
予
防
、
検
診

•
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
が
ん
検
診

の
実
施
、
精
度
管
理
、
受
診
率
向
上

に
取
組
む
。

両
立
支
援
に
関
す
る
取
組
み
に
つ
い
て

更
な
る
充
実
を
図
る

集
約
化

集
約
化

集
約
化

集
約
化
ののの の
取
組

取
組
取
組

取
組

均均均 均
て
ん
て
ん
て
ん
て
ん
化化化 化
ののの の
取
組

取
組
取
組

取
組
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脳
卒
中
の
医
療
体
制

•
急
性
期
脳
梗
塞
に
対
し
、

rt-P
A
療
法
、
血
管
内
治

療
が
有
効
で
あ
る
が
、
普
及
が
不
十
分
。

•
脳
卒
中
は
、
介
護
の
原
因
疾
患
の
第
一
位
。

•
脳
卒
中
は
、
発
作
後

1
年
で

1
0

%
、

5
年
で

5
0

%
と

高
率
に
再
発
す
る
。

○
脳
血
管
疾
患
に
よ
る
死
亡
を
防
ぎ
、
ま
た
、
要
介
護
状
態
に
至
る
患
者
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
発
症
後
、
病
院
前
救
護
を
含
め
、
早
急
に
適
切
な

急
性
期
診
療
を
実
施
す
る
体
制
の
構
築
を
進
め
る
。

○
急
性
期
か
ら
慢
性
期
を
通
じ
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
再
発
・
合
併
症
予
防
を
含
め
た
、
一
貫
し
た
医
療
を
提
供
す
る
体
制
を
構
築
す
る
。

【
概
要
】

�
近
年
の
標
準
治
療
の
進
歩
を
踏
ま
え

た
、
急
性
期
医
療
体
制
の
構
築

・
rt-P

A
療
法
施
行
可
能
時
間
の
、

3
時
間
か
ら

4
.5
時
間
へ
の
延
長

・
脳
梗
塞
に
対
す
る
急
性
期
血
管
内

治
療
の
科
学
的
根
拠
の
確
立

�
発
症
早
期
か
ら
の
急
性
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

�
回
復
期
、
慢
性
期
ま
で
一
貫
し
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

�
服
薬
や
、
リ
ス
ク
管
理
等
の
再
発

予
防
の
継
続

�
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
の
た
め
の
嚥
下

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
医
科
歯
科

連
携
等
の
、
合
併
症
予
防
の
取
組

み
の
推
進

脳
卒
中
の
臨
床
経
過
を
踏
ま
え
た
、

脳
卒
中
の
臨
床
経
過
を
踏
ま
え
た
、

脳
卒
中
の
臨
床
経
過
を
踏
ま
え
た
、

脳
卒
中
の
臨
床
経
過
を
踏
ま
え
た
、

急
性
期
か
ら
回
復
期
及
び
慢
性
期
ま
で
の
一
貫

急
性
期
か
ら
回
復
期
及
び
慢
性
期
ま
で
の
一
貫

急
性
期
か
ら
回
復
期
及
び
慢
性
期
ま
で
の
一
貫

急
性
期
か
ら
回
復
期
及
び
慢
性
期
ま
で
の
一
貫
し
た
医
療
体
制
の
構
築

し
た
医
療
体
制
の
構
築

し
た
医
療
体
制
の
構
築

し
た
医
療
体
制
の
構
築

平
成

2
5
年
国
民
生
活
基
礎
調
査

慢
性
期

回
復
期

急
性
期

発症

急
性
期
の
課
題
例

急
性
期
の
課
題
例

急
性
期
の
課
題
例

急
性
期
の
課
題
例

慢
性

慢
性
慢
性

慢
性
期
の
課
題
例

期
の
課
題
例

期
の
課
題
例

期
の
課
題
例

適
切
な
急
性
期
治
療

適
切
な
急
性
期
治
療

適
切
な
急
性
期
治
療

適
切
な
急
性
期
治
療

回
復
期
・
慢
性
期
の
後
遺
症
軽
減
・

回
復
期
・
慢
性
期
の
後
遺
症
軽
減
・

回
復
期
・
慢
性
期
の
後
遺
症
軽
減
・

回
復
期
・
慢
性
期
の
後
遺
症
軽
減
・

再
発

再
発
再
発

再
発
/// /
合
併
症
予
防

合
併
症
予
防

合
併
症
予
防

合
併
症
予
防
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心
筋
梗
塞
等
の
心
血
管
疾
患
の
医
療
体
制

•
急
性
心
筋
梗
塞
死
亡
例
の
半
数
以
上
は
院
外
心

停
止
で
あ
る
。

•
急
性
大
動
脈
解
離
は
発
症
後

2
日
で
の
死
亡
率

が
5

0
％
に
達
す
る
。

•
心
血
管
疾
患
の
終
末
的
な
病
態
で
あ
る
心
不
全

は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

•
1
年
間
で
慢
性
心
不
全
患
者
の
約

2
0
～

4
0
％
は

再
入
院
す
る
。

○
「
急
性
心
筋
梗
塞
」
を
「心
筋
梗
塞
等
の
心
血
管
疾
患
」
と
見
直
し
、
心
不
全
等
の
合
併
症
等
を
含
め
た
医
療
提
供
体
制
の
構
築
を
進
め
る
。

○
急
性
心
筋
梗
塞
に
よ
る
突
然
死
を
防
ぐ
た
め
、
発
症
後
、
病
院
前
救
護
を
含
め
、
早
急
に
適
切
な
治
療
を
開
始
す
る
体
制
の
構
築
を
進
め
る
。

○
急
性
期
の
治
療
に
引
き
続
き
、
回
復
期
及
び
慢
性
期
の
適
切
な
治
療
を
含
め
た
医
療
提
供
体
制
を
構
築
す
る
。

【
概
要
】

心
不
全
等
の
合
併
症
や
、
他
の
心
血
管
疾
患

心
不
全
等
の
合
併
症
や
、
他
の
心
血
管
疾
患

心
不
全
等
の
合
併
症
や
、
他
の
心
血
管
疾
患

心
不
全
等
の
合
併
症
や
、
他
の
心
血
管
疾
患
（
大
（
大（大
（
大

動
脈
解
離
等
）

動
脈
解
離
等
）

動
脈
解
離
等
）

動
脈
解
離
等
）を
含
め
た
医
療
提
供
体
制
の
構
築

を
含
め
た
医
療
提
供
体
制
の
構
築

を
含
め
た
医
療
提
供
体
制
の
構
築

を
含
め
た
医
療
提
供
体
制
の
構
築

時
間

経
過

身体機能死
亡

急
性
発
症

突
然
死

慢
性
期
に
お
け
る
再
発
･増
悪

�
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
に
代
表
さ
れ
る
、
低

侵
襲
な
治
療
法
の
発
達
を
踏
ま
え
た
急

性
期
医
療
体
制
の
構
築
。

�
情
報
の
早
期
共
有
等
、
病
院
前
救
護
と

救
急
医
療
機
関
と
の
連
携
の
推
進
。

�
発
症
後
早
期
か
ら
の
心
臓
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
。

�
適
切
な
運
動
療
法
や
薬
物
療
法
の
推

進
に
向
け
た
、
医
療
機
関
相
互
の
連

携
体
制
の
構
築
。

心
血
管
疾
患
の
臨
床
経
過
を
踏
ま
え
た
、

心
血
管
疾
患
の
臨
床
経
過
を
踏
ま
え
た
、

心
血
管
疾
患
の
臨
床
経
過
を
踏
ま
え
た
、

心
血
管
疾
患
の
臨
床
経
過
を
踏
ま
え
た
、

急
性
期
か
ら
回
復
期
及
び
慢
性
期
ま
で
の
一
貫

急
性
期
か
ら
回
復
期
及
び
慢
性
期
ま
で
の
一
貫

急
性
期
か
ら
回
復
期
及
び
慢
性
期
ま
で
の
一
貫

急
性
期
か
ら
回
復
期
及
び
慢
性
期
ま
で
の
一
貫
し
た
医
療
体
制
の
構
築

し
た
医
療
体
制
の
構
築

し
た
医
療
体
制
の
構
築

し
た
医
療
体
制
の
構
築

～
心
血
管
疾
患
の
臨
床
経
過
～

0

5
0

1
0

0

1
5

0

2
0

0

2
5

0

3
0

0

2
0

1
3

2
0

1
4

2
0

1
5

心
不
全

急
性
心
筋
梗
塞

入
院
患
者
数
の
推
移

1
（
千
人
）

（
年
度
）

心
不
全
は
毎
年

約
1
万
人
増
加

1
:日
本
循
環
器
学
会

循
環
器
疾
患
診
療

実
態
調
査
報
告
書

再
発
･増
悪
に
よ
る
再
入
院
と
寛
解
を

繰
り
返
し
徐
々
に
身
体
機
能
が
悪
化

急
性
期
の
課
題
例

急
性
期
の
課
題
例

急
性
期
の
課
題
例

急
性
期
の
課
題
例

慢
性

慢
性
慢
性

慢
性
期
の
課
題
例

期
の
課
題
例

期
の
課
題
例

期
の
課
題
例

急
性
期
の
死
亡
率
抑
制

急
性
期
の
死
亡
率
抑
制

急
性
期
の
死
亡
率
抑
制

急
性
期
の
死
亡
率
抑
制

回
復
期
・
慢
性
期
の
再
発
・
増
悪
予
防

回
復
期
・
慢
性
期
の
再
発
・
増
悪
予
防

回
復
期
・
慢
性
期
の
再
発
・
増
悪
予
防

回
復
期
・
慢
性
期
の
再
発
・
増
悪
予
防
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糖
尿
病
の
医
療
体
制

○
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
重
点
を
お
い
た
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
連
携
体
制
の
構
築
を
目
指
す
。

○
重
症
化
予
防
対
策
に
は
、
受
診
中
断
患
者
数
の
減
少
や
早
期
か
ら
の
適
切
な
指
導
・
治
療
が
重
要
で
あ
り
、
医
療
機
関
と
薬
局
、
保
険
者
が
連

携
す
る
取
組
み
を
進
め
る
。

○
日
常
生
活
に
近
い
場
で
も
栄
養
・
運
動
等
の
指
導
を
受
け
る
事
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
医
療
従
事
者
が
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
・
疾
病
予
防
に
参

加
で
き
る
機
会
を
創
出
す
る
。

【
概
要
】一
次
予
防

一
次
予
防

一
次
予
防

一
次
予
防

二
次
予
防

二
次
予
防

二
次
予
防

二
次
予
防

三
次
予
防

三
次
予
防

三
次
予
防

三
次
予
防

○
合
併
症
に
よ
る
臓

器
障
害
の
予
防

○
生
命
予
後
の
改
善

○
重
症
化
予
防

○
発
症
予
防

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
と
保
健
事
業
の

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
と
保
健
事
業
の

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
と
保
健
事
業
の

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
と
保
健
事
業
の
推
進

推
進
推
進

推
進

糖
尿
病
の
予
防
・疾
病
管
理
に
関
す
る
事
業

糖
尿
病
の
予
防
・疾
病
管
理
に
関
す
る
事
業

糖
尿
病
の
予
防
・疾
病
管
理
に
関
す
る
事
業

糖
尿
病
の
予
防
・疾
病
管
理
に
関
す
る
事
業

・
糖
尿
病
予
防
戦
略
事
業
（健
康
的
な
生
活
習
慣
づ
く
り
重
点
化
事
業
の
一
環
）

・
健
康
増
進
事
業

・
糖
尿
病
重
症
化
・
合
併
症
発
症
予
防
の
た
め
の
地
域
に
お
け
る
診
療
連
携
体
制
の
推
進
に
資
す
る

事
業 加
入
団
体
を
通
じ
て
各
学
会
支

部
等
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
周
知

都
道
府
県
医
師
会
、
郡
市
区
医

師
会
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
周
知

都
道
府
県
、
保
険
者
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
周
知

か
か
り
つ
け

医
、
専
門
医
、

保
険
者
（
行
政
）

等
に
よ
る
有
機

的
連
携
体
制
の

確
立

市
町
村
で
の
実
践

日
本
糖
尿
病
対
策
推
進
会
議

日
本
医
師
会

厚
生
労
働
省

都
道
府
県
単
位
で
行
政
、
医
師
会
、
糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
、
保
険
者
等
に
よ
り
、
地
域
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策

定
な
ど
対
応
策
に
つ
い
て
協
議
（
各
市
町
村
の
独
自
性
を
尊
重
）

連
携
協
定

関
係
者
で
具
体
的
な

方
策
を
協
議
、
実
践

1
0



バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

精
神
疾
患
の
医
療
体
制

○
精
神
障
害
者
が
、
地
域
の
一
員
と
し
て
安
心
し
て
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
。
こ
の
た
め
、
平
成

3
2
年
度
末
・
平
成

3
7
年
（

2
0

2
5
年
）
の
精
神
病
床
に
お
け
る
入
院
需
要
（患
者
数
）
及
び
、
地
域
移
行
に

伴
う
基
盤
整
備
量
（
利
用
者
数
）の
目
標
を
明
確
に
し
た
上
で
、
障
害
福
祉
計
画
等
と
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
基
盤
整
備
を
推
し
進
め
る
。

○
統
合
失
調
症
、
う
つ
病
・
躁
う
つ
病
、
認
知
症
、
児
童
・思
春
期
精
神
疾
患
、
依
存
症
な
ど
の
多
様
な
精
神
疾
患
等
に
対
応
で
き
る
医
療
連
携
体
制

の
構
築
に
向
け
て
、
多
様
な
精
神
疾
患
等
ご
と
に
医
療
機
関
の
役
割
分
担
・
連
携
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
患
者
本
位
の
医
療
を
実
現
し
て
い
け
る

よ
う
、
各
医
療
機
関
の
医
療
機
能
を
明
確
化
す
る
。

【
概
要
】

（
難
治
性
精
神
疾
患
や
処
遇
困
難
事
例
等
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

都
道
府
県
立
精
神
科
病
院
に
加
え
て
、
民
間
病
院
、
大
学
病
院
、

国
立
病
院
な
ど
も
参
画
し
た
医
療
連
携
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
）

精
神
医
療
圏

多
様
な
精
神
疾
患
等
ご
と
に

地
域

精
神
科
医
療
提
供
機
能
を
担
う

医
療
機
関

多
様
な
精
神
疾
患
等
ご
と
に

地
域
連
携
拠
点
機
能
を
担
う

医
療
機
関

そ
の
他
の

医
療

機
関

市
町
村

保
健
所

多
様
な
精
神
疾
患
等
ご
と
に

都
道
府
県
連
携
拠
点
機
能
を
担
う

医
療
機
関

都
道
府
県

本
庁

精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

精
神

精
神
精
神

精
神
医
療
圏
ご
と

医
療
圏
ご
と

医
療
圏
ご
と

医
療
圏
ご
と
の
医
療

の
医
療

の
医
療

の
医
療
関
係
者

関
係
者

関
係
者

関
係
者
等等等 等
に
よ
る
協
議
の
場

に
よ
る
協
議
の
場

に
よ
る
協
議
の
場

に
よ
る
協
議
の
場

精
神
疾
患
に
関
す
る
圏
域
連
携
会
議

都
道
府
県
ご
と
の
医
療

都
道
府
県
ご
と
の
医
療

都
道
府
県
ご
と
の
医
療

都
道
府
県
ご
と
の
医
療
関
係
者

関
係
者

関
係
者

関
係
者
等等等 等
に
よ
る
協
議
の
場

に
よ
る
協
議
の
場

に
よ
る
協
議
の
場

に
よ
る
協
議
の
場

精
神
疾
患
に
関
す
る
作
業
部
会

多
様

多
様
多
様

多
様
な
精
神
疾
患
等
に
対
応
で
き
る
医
療
連
携
体
制
の
構
築

な
精
神
疾
患
等
に
対
応
で
き
る
医
療
連
携
体
制
の
構
築

な
精
神
疾
患
等
に
対
応
で
き
る
医
療
連
携
体
制
の
構
築

な
精
神
疾
患
等
に
対
応
で
き
る
医
療
連
携
体
制
の
構
築

精
神
障
害
に
も
対
応
で
き
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

精
神
障
害
に
も
対
応
で
き
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

精
神
障
害
に
も
対
応
で
き
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

精
神
障
害
に
も
対
応
で
き
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

社
会
参
加
（
就
労
）
・
地
域
の
助
け
合
い

社
会
参
加
（
就
労
）
・
地
域
の
助
け
合
い

社
会
参
加
（
就
労
）
・
地
域
の
助
け
合
い

社
会
参
加
（
就
労
）
・
地
域
の
助
け
合
い

住
ま
い

住
ま
い

住
ま
い

住
ま
い

市
町
村
ご
と
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係
者
に
よ
る
協
議
の
場
、
市
町
村

障
害
保
健
福
祉
圏
域
ご
と
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係
者
に
よ
る
協
議
の
場
、
保
健
所

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

医
療
医
療
医
療
医
療

障
害
福
祉
・
介
護

障
害
福
祉
・
介
護

障
害
福
祉
・
介
護

障
害
福
祉
・
介
護

■
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

■
地
域
生
活
支
援
拠
点

■
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

都
道
府
県
ご
と
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係
者
に
よ
る
協
議
の
場
、
都
道
府
県

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

様
々
様
々
様
々
様
々
な
相
談
窓
口

な
相
談
窓
口

な
相
談
窓
口

な
相
談
窓
口

日
常
生
活

圏
域

日
常
生
活

圏
域

基
本
圏
域
（
市
町
村
）

障
害
保
健
福
祉
圏
域

圏
域
の
考
え
方

1
1

救
急
医
療
の
体
制

○
円
滑
な
受
入
体
制
の
整
備
や
い
わ
ゆ
る
出
口
問
題
へ
対
応
す
る
た
め
、
救
急
医
療
機
関
と
か
か
り
つ
け
医
や
介
護
施
設
等
の
関
係
機
関
と
の

連
携
・
協
議
す
る
体
制
を
構
築
す
る
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
、
救
急
車
の
適
正
利
用
等
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め

の
取
組
み
を
進
め
る
。

○
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
充
実
段
階
評
価
を
見
直
し
、
地
域
連
携
の
観
点
を
取
り
入
れ
る
。
併
せ
て
、
救
急
医
療
機
関
に
つ
い
て
、
数
年
間
、
受
入

れ
実
績
が
無
い
場
合
に
は
、
都
道
府
県
に
よ
る
指
定
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

○
初
期
救
急
医
療
機
関
の
整
備
と
と
も
に
休
日
夜
間
対
応
で
き
る
薬
局
、
精
神
科
救
急
と
一
般
救
急
と
の
連
携
等
を
さ
ら
に
進
め
る
。

【
概
要
】

平
成
２
７
年
度

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
充
実
段
階
評
価

Ａ
評
価
：

2
6

9
ヵ
所

Ｂ
評
価
：
１
ヵ
所

Ｃ
評
価
：
１
ヵ
所

八
王
子
消
防
署
資
料
よ
り
一
部
改
変

○
高
齢
者
及
び
高
齢
者
施
設
等
の
利
用
者
へ
の
安
全
な
救
急
搬
送
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
八
王
子
消

防
署
と
八
王
子
市
救
急
業
務
連
絡
協
議
会
で
調
整
、
“八
王
子
市
高
齢
者
救
急
医
療
体
制
広
域
連
絡
会
”

を
設
置
。

・
八
王
子
市
救
急
業
務
連
絡
協
議
会

・
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
・
救
急
セ
ン
タ
ー

・
介
護
療
養
型
病
院

・
医
療
療
養
型
病
院

・
八
王
子
施
設
長
会

・
八
王
子
社
会
福
祉
法
人
代
表
者
会

・
八
王
子
特
定
施
設
連
絡
会

・
精
神
科
病
院

・
八
王
子
介
護
支
援
専
門
員

連
絡
協
議
会

・
八
王
子
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

連
絡
協
議
会

・
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

・
八
王
子
医
師
会

八
王
子
市
高
齢
者
救
急
医
療
体
制
広
域
連
絡
会

自
宅
、
高
齢
者
施
設
、
救

急
隊
、
急
性
期
医
療
機

関
、
慢
性
期
医
療
機
関
、

市
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
推
奨
事
項
や
努
力
事

項
が
示
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
、
「
自
宅
/
高
齢

者
施
設
」
の
推
奨
事
項
と

し
て
、
「
救
急
医
療
情
報

の
作
成
」
を
行
う
こ
と
と

な
っ
た
。

※
行
政
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
機
関

が
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
。

・
八
王
子
市

・
町
会
自
治
会
連
合
会

・
八
王
子
消
防
署

・
八
王
子
薬
剤
師
会

・
八
王
子
老
人
保
健
施
設
協
議
会

・
八
王
子
市
赤
十
字
奉
仕
団

・
八
王
子
市

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

・
八
王
子
市
社
会
福
祉
協
議
会

全
２
０
団
体

八
王
子
市
の
例

円
滑
な
救
急
搬
送
や
受
入
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
医
療
機
関
と
介
護
施
設
等
の

連
携
を
推
進
す
る
。

評
価
基
準

C
評
価
：

是
正
を
要
す
る
項
目
が
３
年
以
上
継
続
し
て
2
2点
以
上
の
場
合

B
評
価
：

是
正
を
要
す
る
項
目
が
２
年
間
継
続
し
て
2
2
点
以
上
の
場
合

A
評
価
：

B
、
C
評
価
以
外

（
平
成
2
6
年
度
実
績
）

平
成

2
7
年
度
は
、
ほ
と
ん
ど
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

充
実
段
階
評
価
が

A
評
価
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
機

能
の
充
実
を
図
る
た
め
、
地
域
連
携
の
評
価
を
含
め
、

救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
充
実
段
階
評
価
を
見
直
す
。

救
急
医
療
機
関
と
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
議
体
制
の
構
築

救
急
医
療
機
関
と
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
議
体
制
の
構
築

救
急
医
療
機
関
と
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
議
体
制
の
構
築

救
急
医
療
機
関
と
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
議
体
制
の
構
築

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
充
実
段
階
評
価
の
見
直
し

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
充
実
段
階
評
価
の
見
直
し

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
充
実
段
階
評
価
の
見
直
し

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
充
実
段
階
評
価
の
見
直
し

1
2



都都都 都
道道道 道
府府府 府
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災災災 災
害害害 害
医医医 医
療療療 療

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

被
災

地
被

災
地

被
災

地
被

災
地

医
療

ニ
ー

ズ
の

吸
い

上
げ

医
療

チ
ー

ム
の

派
遣

被被被 被
災災災 災

県県県 県

医
療
チ
ー
ム

（
日
赤
救
護
班
・
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
等
）

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

非
被

災
県

災
害
医
療
本
部

（
都
道
府
県
庁
）

医
療
者
と
行
政
の

橋
渡
し

災
害
医
療
の
体
制

○
被
災
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
等
の
情
報
収
集
や
医
療
チ
ー
ム
（

D
M

A
T、

D
P
A

T、
JM

A
T等
）
と
の
連
絡
調
整
等
を
行
う
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

体
制
の
整
備
を
進
め
る
。

さ
ら
に
、
大
規
模
災
害
時
に
備
え
、
災
害
時
に
お
け
る
近
隣
都
道
府
県
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

○
災
害
時
の
診
療
機
能
の
低
下
軽
減
や
早
期
回
復
を
図
る
た
め
、
事
業
継
続
計
画
（

B
C

P
）
の
策
定
に
つ
い
て
、
推
進
す
る
。

【
概
要
】

○
災
害
時
に
診
療
機
能
の
低
下
軽
減
や
病

院
機
能
の
早
期
回
復
を
図
り
、
継
続
し
て
医

療
を
提
供
す
る
た
め
、

B
C

P
の
策
定
は
今
後

災
害
拠
点
病
院
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
一

般
病
院
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
り
、
引
き
続

き
推
進
す
る
。

○
都
道
府
県
災
害
医
療
本
部
の
機
能
向
上
を
目
的
と
し
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
チ
ー
ム
の
強
化

と
、
被
災
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
等
の
情
報
収
集
及
び
医
療
チ
ー
ム
（

D
M

A
T、

D
P
A

T、
JM

A
T

等
）
と
の
連
絡
調
整
等
を
行
う
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
体
制
の
整
備
を
進
め
る
。

さ
ら
に
、
大
規
模
災
害
時
に
備
え
、
災
害
医
療
に
係
る
医
療
提
供
者
の
機
能
と
役
割
を
明

確
に
す
る
と
と
も
に
、
政
府
の
防
災
基
本
計
画
と
整
合
性
を
と
り
つ
つ
、
広
域
医
療
搬
送
を

想
定
し
た
訓
練
を
積
極
的
に
実
施
す
る
な
ど
、
災
害
時
に
お
け
る
近
隣
都
道
府
県
と
の
連

携
を
強
化
す
る
。

B
C

P
：

B
u

sin
e

ss C
o

n
tin

u
ity

 

P
la

n
事
業
継
続
計
画

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
概
念

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
概
念

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
概
念

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
概
念

完
全

完
全
完
全

完
全
復
旧

復
旧
復
旧

復
旧

仮
復
旧

仮
復
旧

仮
復
旧

仮
復
旧

状
況

状
況
状
況

状
況
確
認

確
認
確
認

確
認

安
全

安
全
安
全

安
全
確
認

確
認
確
認

確
認

平平平 平時時時 時

B
C

P
実
践
後

実
践
後

実
践
後

実
践
後

ののの の
復
旧
曲
線

復
旧
曲
線

復
旧
曲
線

復
旧
曲
線

B
C

P
実
践
前
の

実
践
前
の

実
践
前
の

実
践
前
の

復
旧
曲
線

復
旧
曲
線

復
旧
曲
線

復
旧
曲
線

災
害
時
の
診
療
機
能
の
低
下
軽
減
・早
期

回
復
の
方
策
＝
B
C
P

B
C
P

B
C
P

B
C
P
を
策
定
し
、
継
続
し
て
医

療
を
提
供
で
き
る
体
制
を
維
持
す
る
。

機
能
低
下

軽
減

機
能
早
期

回
復

1
0

0
％診療機能

拠拠拠 拠

拠拠拠 拠

被
災
地

被
災
地

被
災
地

被
災
地

航
空
搬
送
拠
点

災
害
拠
点
病
院
等

医
師
等
搬
送
の

流
れ

患
者
搬
送
の

流
れ

①
Ｓ
Ｃ
Ｕ
へ
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
投
入

①
Ｓ
Ｃ
Ｕ
へ
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
投
入

①
Ｓ
Ｃ
Ｕ
へ
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
投
入

①
Ｓ
Ｃ
Ｕ
へ
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
投
入

②
Ｓ
Ｃ
Ｕ
で
の
ト
リ
ア
ー
ジ

②
Ｓ
Ｃ
Ｕ
で
の
ト
リ
ア
ー
ジ

②
Ｓ
Ｃ
Ｕ
で
の
ト
リ
ア
ー
ジ

②
Ｓ
Ｃ
Ｕ
で
の
ト
リ
ア
ー
ジ

※※※ ※
地
域
医
療
搬
送

地
域
医
療
搬
送

地
域
医
療
搬
送

地
域
医
療
搬
送

（
災
害
拠
点
病
院

（
災
害
拠
点
病
院

（
災
害
拠
点
病
院

（
災
害
拠
点
病
院
→
Ｓ
Ｃ
Ｕ
）

Ｓ
Ｃ
Ｕ
）

Ｓ
Ｃ
Ｕ
）

Ｓ
Ｃ
Ｕ
）

③
広
域
医
療
搬
送

③
広
域
医
療
搬
送

③
広
域
医
療
搬
送

③
広
域
医
療
搬
送

拠拠拠 拠

拠拠拠 拠

広
域
医
療
搬
送
の
流
れ

拠拠拠 拠

拠拠拠 拠

被
災
地
域
に
お
け
る
災
害
医
療
提
供
体
制
の
整
備
と
連
携
強
化

被
災
地
域
に
お
け
る
災
害
医
療
提
供
体
制
の
整
備
と
連
携
強
化

被
災
地
域
に
お
け
る
災
害
医
療
提
供
体
制
の
整
備
と
連
携
強
化

被
災
地
域
に
お
け
る
災
害
医
療
提
供
体
制
の
整
備
と
連
携
強
化

B
C
P

B
C
P

B
C
P

B
C
P
策
定
の
推
進

策
定
の
推
進

策
定
の
推
進

策
定
の
推
進

1
3

年
度

H
2
6
H
2
7
H
2
8
H
2
9
H
3
0
H
3
1
H
3
2
H
3
3
H
3
4
H
3
5

へ
き
地
保
健

へ
き
地
保
健

へ
き
地
保
健

へ
き
地
保
健

医
療
計
画

医
療
計
画

医
療
計
画

医
療
計
画

医
療
計
画

医
療
計
画

医
療
計
画

医
療
計
画

へ
き
地
医
療
の
体
制

○
へ
き
地
に
お
け
る
医
療
従
事
者
の
確
保
や
チ
ー
ム
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
「
へ
き
地
保
健
医
療
計
画
」
を
「
医
療
計
画
」

に
一
本
化
し
た
上
で
、
医
療
計
画
に
お
け
る
医
療
従
事
者
の
確
保
等
の
取
組
み
と
連
動
し
て
進
め
る
。

○
へ
き
地
に
お
け
る
巡
回
診
療
等
の
実
績
に
基
づ
い
て
、
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
の
要
件
を
見
直
す
。

【
概
要
】

へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
必
要
が
あ

る
。

地
医
療
拠
点
病
院
の
要
件
を
見
直
す
。

巡
回
診
療

巡
回
診
療

巡
回
診
療

巡
回
診
療

医
師
派
遣

医
師
派
遣

医
師
派
遣

医
師
派
遣

代
診
医
派
遣

代
診
医
派
遣

代
診
医
派
遣

代
診
医
派
遣

実
施
無
し

実
施
無
し

実
施
無
し

実
施
無
し

9
0

1
0

2
9

4
7

7
(2

4
.7

%
)

へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
の
指
定
は
受
け
て
い
る
が
、
人
員
不
足
等
か
ら
、

巡
回
診
療
、
医
師
派
遣
、
代
診
医
派
遣
の
い
ず
れ
も
実
施
し
て
い
な
い
施
設

が
一
定
程
度
存
在
す
る
（

7
7
施
設
（

2
4

.8
%
）
、
平
成

2
8
年

1
月

1
日
時
点
）。

へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
の
主
た
る
３
事
業
で
あ
る

①
へ
き
地
に
お
け
る
巡
回
診
療
、

②
へ
き
地
へ
の
医
師
派
遣
、

③
へ
き
地
へ
の
代
診
医
派
遣

の
実
績
が
年
間
1
2
回
（
月
１
回
）
以
上

【
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
の
活
動
目
標
】

こ
の
た
め
、
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
の
要
件
を
見
直
し
、
現
状
を
明
確
化

す
る
と
と
も
に
数
値
目
標
を
示
し
、
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

平
成
2
6年
度
へ
き
地
保
健
医
療
対
策
検
討
会
に
お
い
て
、

「
第
1
1
次
へ
き
地
保
健
医
療
計
画
」
の
実
施
期
間
を
平
成
29

年
度
ま
で
延
長
し
、
平
成
30
年
度
か
ら
実
施
す
る
「
第
７
次

医
療
計
画
」
と
一
体
的
に
検
討
を
行
う
方
針
と
さ
れ
た
。

「
へ
き
地
保
健
医
療
計
画
」
と
「
医
療
計
画
」
の
一
本
化

「
へ
き
地
保
健
医
療
計
画
」
と
「
医
療
計
画
」
の
一
本
化

「
へ
き
地
保
健
医
療
計
画
」
と
「
医
療
計
画
」
の
一
本
化

「
へ
き
地
保
健
医
療
計
画
」
と
「
医
療
計
画
」
の
一
本
化

へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
の

へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
の

へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
の

へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
の
活
動
状
況

活
動
状
況

活
動
状
況

活
動
状
況

第第第 第
1

1
次次次 次

第第第 第
1

1
次次次 次第第第 第
６６６ ６
次次次 次

延
長

延
長
延
長

延
長

第
７
次
医
療
計
画
に
統
合

第
７
次
医
療
計
画
に
統
合

第
７
次
医
療
計
画
に
統
合

第
７
次
医
療
計
画
に
統
合

＜
イ
メ
ー
ジ
図
＞

1
4



周
産
期
医
療
の
体
制

○
「
周
産
期
医
療
体
制
整
備
計
画
」
を
「医
療
計
画
」に
一
本
化
し
、
基
幹
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
等
の
実
情
を
考
慮
し
た
圏
域
を
設
定
す
る
等
の
体

制
整
備
を
進
め
る
。

○
災
害
時
に
妊
産
婦
・
新
生
児
等
へ
対
応
で
き
る
体
制
の
構
築
を
進
め
る
た
め
、
「
災
害
時
小
児
周
産
期
リ
エ
ゾ
ン
」
の
養
成
を
進
め
る
。

○
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
精
神
疾
患
を
合
併
し
た
妊
婦
へ
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
整
備
を
進
め
る
。

【
概
要
】

災
害
時
に
お
い
て
、
特
に
医
療
の
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
と
な
る
妊
産
婦
・
新
生
児
等
に
つ
い
て
、
適
切
に

対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
。

平
成

2
8
年
度
よ
り
「
災
害
時
小
児
周
産
期
リ
エ
ゾ

ン
研
修
事
業
」
を
開
始
。
す
べ
て
の
都
道
府
県
に

「
災
害
時
小
児
周
産
期
リ
エ
ゾ
ン
」
を
設
置
す
る
。

周
産
期
医
療
の
体
制
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
妊
婦
の
居
住
地
か
ら
分

娩
取
扱
医
療
機
関
へ
の
適
正
な
ア
ク
セ
ス
の
確
保
が
肝
要
。

現
行
の
二
次
医
療
圏
を
基
本
と
し
つ
つ
、
出
生
数
規
模
や
流
出
入
の

み
な
ら
ず
、
地
域
の
実
情
に
即
し
て
基
幹
病
院
と
そ
の
連
携
病
院
群
の

適
正
ア
ク
セ
ス
の
カ
バ
ー
エ
リ
ア
等
を
考
慮
し
た
周
産
期
医
療
圏
を
設

定
す
る
。

A
県

(6
 二
次
医
療
圏

)

B
県

(4
 二
次
医
療
圏

)

※
赤
線
で
囲
ま
れ
た
医
療
圏
は
患
者

流
出
が
多
い
。
こ
う
い
っ
た
患
者
の
流

出
入
に
加
え
、
ア
ク
セ
ス
時
間
や
近
隣

県
の
状
況
も
踏
ま
え
た
検
討
が
必
要
。

（
例
示
）

1
5

ア
ク
セ
ス
等
の
実
情
を
考
慮
し
た

ア
ク
セ
ス
等
の
実
情
を
考
慮
し
た

ア
ク
セ
ス
等
の
実
情
を
考
慮
し
た

ア
ク
セ
ス
等
の
実
情
を
考
慮
し
た
圏
域
の
設
定

圏
域
の
設
定

圏
域
の
設
定

圏
域
の
設
定

災
害
に
備
え
た
対
応
の
充
実

災
害
に
備
え
た
対
応
の
充
実

災
害
に
備
え
た
対
応
の
充
実

災
害
に
備
え
た
対
応
の
充
実

小
児
医
療
の
体
制

○
日
本
小
児
科
学
会
の
提
言
も
踏
ま
え
、
小
児
中
核
病
院
、
地
域
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
の
ど
ち
ら
も
存
在
し
な
い
圏
域
で
は
、
「
小
児
地
域
支
援
病

院
（
仮
称
）
」
を
設
定
し
、
拠
点
と
な
る
医
療
機
関
等
と
連
携
し
つ
つ
、
地
域
に
必
要
な
入
院
診
療
を
含
む
小
児
診
療
体
制
を
確
保
す
る
。

○
研
修
等
を
通
じ
て
地
域
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
小
児
救
急
電
話
相
談
事
業
（
＃

8
0

0
0
）
の
普
及
等
を
進
め
る
。

【
概
要
】

小
児
中
核
病
院

小
児
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

大
都
市
や
地
方
都

市
部
の
医
療
圏

小
児
科
学
会
に
よ
る
小
児
医
療
圏
：
3
0
0

3
0
0
3
0
0

3
0
0

小
児
中
核
病
院
も
し
く
は
地
域
小
児

医
療
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
医
療
圏
：
2
31
2
31
2
31
2
31

二次医療 三次医療

地
方
過
疎
部
の
医
療
圏

小
児
地
域
支
援

小
児
地
域
支
援

小
児
地
域
支
援

小
児
地
域
支
援
病
院

病
院
病
院

病
院
（
独
立
型
）

【
6
8
6
868
6
8
医
療
圏
、
8
0
病
院
】

（
小
児
中
核
病
院
、
地
域
小
児
医

療
セ
ン
タ
ー
が
な
い
医
療
圏
）

小
児
中
核
病
院
も
地
域
小
児
医

療
セ
ン
タ
ー
も
な
い
医
療
圏
：
6
9
6
969
6
9

小
児
中
核
病
院
、
地
域
小
児

医
療
セ
ン
タ
ー
、
小
児
地
域
支

援
病
院
の
す
べ
て
が
な
い
医

療
圏
（
東
京
都
島
し
ょ
）
：
111 1

一次医療

【
1
0
6
病
院
】

【
3
9
9
病
院
】

地
域
の
診
療
所
等

地
域

地
域
地
域

地
域
に
お
け
る
小
児
医
療
体
制
整
備
の

に
お
け
る
小
児
医
療
体
制
整
備
の

に
お
け
る
小
児
医
療
体
制
整
備
の

に
お
け
る
小
児
医
療
体
制
整
備
の
イ
メ
ー
ジ

イ
メ
ー
ジ

イ
メ
ー
ジ

イ
メ
ー
ジ

拠
点
と
な
る
医
療
機
関
が
存
在
し
な
い
地
域
で
は
、
そ
れ
に
準
じ
た
医
療
機
関
を
小
児
地
域

支
援
病
院
と
し
て
設
定
し
、
近
隣
圏
と
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
小
児
医
療
体

制
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
中
核
病
院
や
地
域
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
と
小
児
科
か
か
り
つ
け
医
等
と

の
連
携
を
推
進
す
る
。

地
域
の
診
療
所
等

地
域
に
お
け
る
受
入
れ
体
制
を
構
築
す
る

た
め
の
人
材
の
育
成
や
、
地
域
住
民
の
小
児

医
療
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
取
組
み
を

進
め
る
。

地
域
の
連
携
体
制

地
域
か
か
り
つ
け
医

地
域
か
か
り
つ
け
医

地
域
か
か
り
つ
け
医

地
域
か
か
り
つ
け
医

小
児
救
急
病
院

小
児
救
急
病
院

小
児
救
急
病
院

小
児
救
急
病
院

1
6

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
体
制
の
整
備

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
体
制
の
整
備

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
体
制
の
整
備

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
体
制
の
整
備

人
材
育
成

人
材
育
成

人
材
育
成

人
材
育
成
と
住
民
へ
の
情
報
発
信
の
推
進

と
住
民
へ
の
情
報
発
信
の
推
進

と
住
民
へ
の
情
報
発
信
の
推
進

と
住
民
へ
の
情
報
発
信
の
推
進



（
効
果
的
な
施
策
の
推
進
）

在
宅
医
療
の
体
制

【
概
要
】

（
効
果
的
な
施
策
の
推
進
）

○
地
域
医
療
構
想
や
介
護
保
険
事
業
計
画
と
整
合
性
の
と
れ
た
、
実
効
的
な
整
備
目
標
を
設
定
し
、
在
宅
医
療
の
提
供
体
制
を
着
実
に
整
備
す
る
。

○
多
様
な
職
種
・
事
業
者
を
想
定
し
た
取
組
み
、
市
町
村
が
担
う
地
域
支
援
事
業
と
連
携
し
た
取
組
み
な
ど
、
よ
り
効
果
的
な
施
策
を
実
施
す
る
。

○
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

補
完
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
都
道
府
県

都
道
府
県

都
道
府
県

都
道
府
県
ややや や
市
町
村

市
町
村

市
町
村

市
町
村
の
医
療
・
介

の
医
療
・
介

の
医
療
・
介

の
医
療
・
介

護
担
当
者
等
の

護
担
当
者
等
の

護
担
当
者
等
の

護
担
当
者
等
の
関
係
者

関
係
者

関
係
者

関
係
者
に
よ
る
協
議
の
場
を

に
よ
る
協
議
の
場
を

に
よ
る
協
議
の
場
を

に
よ
る
協
議
の
場
を
設
置

設
置
設
置

設
置
し
、
介
護
保

険
事
業
計
画
等
に
お
け
る
整
備
目
標
と
整
合
的
な
目
標
を
検
討
。

※
例
え
ば
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
等
の
整
備
等
に
関
す

る
計
画
や
療
養
病
床
の
動
向
な
ど
在
宅
医
療
の
提
供
体
制
を
考
え

る
上
で
地
域
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
事
項
や
、
協
議
の
進
め
方
に

つ
い
て
、
今
後
、
国
に
お
い
て
整
理
し
、
都
道
府
県
に
示
し
て
い
く
。

実
効
的
な
整
備
目
標
の
設
定

実
効
的
な
整
備
目
標
の
設
定

実
効
的
な
整
備
目
標
の
設
定

実
効
的
な
整
備
目
標
の
設
定

多
様
な
職
種
・
事
業
者
を
想
定
し
た
取
組

多
様
な
職
種
・
事
業
者
を
想
定
し
た
取
組

多
様
な
職
種
・
事
業
者
を
想
定
し
た
取
組

多
様
な
職
種
・
事
業
者
を
想
定
し
た
取
組

○
在
宅
医
療
の
提
供
者
側
に
対
す
る
施
策
に
偏
重
し
な
い
よ
う
、
多
様

な
職
種
・
事
業
者
が
参
加
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
施
策
を
実
施
。

（
例
）
・
地
域
住
民
に
対
す
る
普
及
啓
発

・
入
院
医
療
機
関
に
対
し
在
宅
医
療
で
対
応
可
能
な
患
者
像
や
療
養
環
境
に

つ
い
て
の
研
修

・
入
院
医
療
機
関
と
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
や
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
等

と
の
入
退
院
時
に
お
け
る
情
報
共
有
の
た
め
の
連
携
ル
ー
ル
等
の
策
定
等

地
域
支
援
事
業
と
連
携
し
た
取
組

地
域
支
援
事
業
と
連
携
し
た
取
組

地
域
支
援
事
業
と
連
携
し
た
取
組

地
域
支
援
事
業
と
連
携
し
た
取
組

○
医
師
会
等
と
連
携
し
、
ま
た
保
健
所
を
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
支
援
事

業
の
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
を
担
う
市
町
村
を
支
援
。

特
に
、
以
下
の
よ
う
な
医
療
に
係
る
専
門
的
・
技
術
的
な
対
応
が
必
要

な
取
組
は
、
重
点
的
に
対
応
。

（
ウ
）
切
れ
目
の
な
い
在
宅
医
療
と
在
宅
介
護
の
提
供
体
制
の
構
築

（
オ
）
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
に
関
す
る
相
談
支
援

（
ク
）
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
に
関
す
る
関
係
市
区
町
村
の
連
携

居
宅
介
護

支
援
事
業
所

か
か
り
つ
け
医

在
宅
医
療
の
研
修

市
町
村

市
町
村

市
町
村

市
町
村

協
議
の
場

協
議
の
場

協
議
の
場

協
議
の
場

・
医
療
計
画

・
市
町
村
介
護
保
険
事
業

計
画

都
道
府
県

都
道
府
県

都
道
府
県

都
道
府
県

入
退
院
時
の
患
者
情
報
の
共
有
ル
ー
ル
策
定

入
院
医
療
機
関

両
計
画
で
整
合
的
な
目
標
を
検
討

1
7

進
捗
状
況
に
応
じ
て
数
値
目
標
の
再
設
定

及
び
施
策
の
見
直
し

【
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
】

指
標
の
見
直
し
に
つ
い
て

4
 課
題

課
題
課
題

課
題
の
抽
出

の
抽
出

の
抽
出

の
抽
出

1
 現
状
の
把
握

3
連
携
の
検
討

5
数
値
目
標

6
施
策

施
策
施
策

施
策

7
評
価

8
 公
表

公
表
公
表

公
表

2
 圏
域
の
設
定

【
施
策
】

【
施
策
】

【
評
価
】

【
評
価
】

指
標
に
よ
る
現
状
把
握
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
課
題
に
対
応
す
る
形
で
、
事
後
に
定
量
的
な
比
較
評
価
を

行
え
る
よ
う
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
数
値
目
標
を
設
定

数
値
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要

な
施
策
の
立
案
及
び
実
施

数
値
目
標
の
達
成
状
況
、
施
策
の
進

捗
状
況
の
評
価

C

D
P

【
指
標
に
よ
る
現
状
把
握
】
※
指
標
は
現
状
把
握
に
用
い
る
も
の
で
あ
り
、
数
値
目
標
と
は
異
な
る

【
課
題
の
抽
出
】

【
改
善
】

【
改
善
】

【
数
値
目
標
】

○
指
標
を
達
成
す
る
際
の
行
動
主
体
が
わ
か
り
に
く
い
た
め
、
明
確
に
示
す
べ
き

○
指
標
の
う
ち
、
意
義
が
低
い
と
さ
れ
た
指
標
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
を
検
討
し
、
位
置
づ
け
の
見
直
し
を
検
討
す
べ
き

○
必
ず
記
載
す
べ
き
内
容
、
示
す
べ
き
指
標
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
算
出
方
法
も
含
め
て
示
す
べ
き

○
現
在
の
指
標
例
以
外
に
も
有
効
と
考
え
ら
れ
る
指
標
や
不
足
し
て
い
る
指
標
が
な
い
か
検
討
す
べ
き

○
医
療
計
画
の
実
効
性
を
よ
り
一
層
高
め
る
た
め
、
政
策
循
環
の
仕
組
み
を
強
化
す
る

政
策
循
環
の
仕
組
み
を
強
化
す
る

政
策
循
環
の
仕
組
み
を
強
化
す
る

政
策
循
環
の
仕
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
共
通
の
指
標
に
よ
る
現
状
把
握
に
よ
り
、
都
道

府
県
ご
と
、
二
次
医
療
圏
ご
と
の
医
療
提
供
体
制
を
客
観
的
に
比
較
可
能
な
も
の
と
す
る

客
観
的
に
比
較
可
能
な
も
の
と
す
る

客
観
的
に
比
較
可
能
な
も
の
と
す
る

客
観
的
に
比
較
可
能
な
も
の
と
す
る
。

A

検
討
会
に
お
け
る
意
見

検
討
会
に
お
け
る
意
見

検
討
会
に
お
け
る
意
見

検
討
会
に
お
け
る
意
見

見
直
し
の

見
直
し
の

見
直
し
の

見
直
し
の
方
向
性

方
向
性

方
向
性

方
向
性

現
状
の
「
構
築
の
具
体
的
な
手
順
」

現
状
の
「
構
築
の
具
体
的
な
手
順
」

現
状
の
「
構
築
の
具
体
的
な
手
順
」

現
状
の
「
構
築
の
具
体
的
な
手
順
」

1
8



３
．
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
で
の
議
論
の
進
め
方
の
手
順
に
つ
い
て
、
以
下
の
通
り
整
理
す
る
。

1
9

将
来

の
挨

探
઀

挿
体

਑
の

拧
ണ

の
た

ी
の

্
਱

ਙ
の

ુ
有

（
ア
）

（
ア
）

（
ア
）

（
ア
）
構
想
区
域
に
お
け
る
医
療
機
関
の
役
割
の
明
確
化

構
想
区
域
に
お
け
る
医
療
機
関
の
役
割
の
明
確
化

構
想
区
域
に
お
け
る
医
療
機
関
の
役
割
の
明
確
化

構
想
区
域
に
お
け
る
医
療
機
関
の
役
割
の
明
確
化

①
以
下
の
各
医
療
機
関
が
担
う
医
療
機
能
等
を
踏
ま
え
、
地
域

医
療
構
想
調
整
会
議
で
検
討
し
、
役
割
を
明
確
化

・
構
想
区
域
の
救
急
医
療
や
災
害
医
療
等
の
中
心
的
な
医
療
機

関
が
担
う
医
療
機
能

・
公
的
医
療
機
関
等
及
び
国
立
病
院
機
構
の
各
医
療
機
関
が
担

う
医
療
機
能

・
地
域
医
療
支
援
病
院
及
び
特
定
機
能
病
院
が
担
う
医
療
機
能

②
上
記
以
外
の
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
医
療
機
関
が

担
わ
な
い
機
能
や
、
上
記
の
医
療
機
関
と
の
連
携
等
を
踏
ま
え
、

役
割
を
明
確
化

（
イ
）

（
イ
）

（
イ
）

（
イ
）
病
床
機
能
を
転
換
す
る
予
定
の
医
療
機
関
の
役
割
の
確
認

病
床
機
能
を
転
換
す
る
予
定
の
医
療
機
関
の
役
割
の
確
認

病
床
機
能
を
転
換
す
る
予
定
の
医
療
機
関
の
役
割
の
確
認

病
床
機
能
を
転
換
す
る
予
定
の
医
療
機
関
の
役
割
の
確
認

○
将
来
に
病
床
機
能
の
転
換
を
予
定
し
て
い
る
医
療
機
関
に
つ

い
て
は
、
そ
の
転
換
の
内
容
が
地
域
医
療
構
想
の
方
向
性
と
整

合
性
の
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
確
認

新
ૠ

૞
ো

、
ૠ

掌
ఁ

প
を

ষ
अ

挨
探

機
ঢ়

等
ष

の
ৌ

ૢ
○
今
後
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
医
療
需
要
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
地
域
に
お
い
て
、
増
床
等
の
整
備
を
行
う
場
合
に
お
い
て
も
、

共
有
し
た
方
向
性
を
踏
ま
え
、
地
域
に
お
い
て
必
要
と
な
る
医
療

機
能
を
担
う
こ
と
を
要
請

○
新
規
参
入
し
て
く
る
医
療
機
関
に
対
し
て
は
、
病
床
の
開
設
の
許

可
を
待
た
ず
、
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
へ
の
出
席
を
求
め
、
地

域
に
お
い
て
必
要
と
な
る
医
療
機
能
等
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
よ
う
努
め
る地

域
ક

ড়
ष

の
ཟ

発
○
共
有
し
た
方
向
性
を
踏
ま
え
、
今
後
の
地
域
に
お
け
る
医
療
提

供
体
制
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け

分
か
り
や
す
く
周
知
し
、
地
域
住
民
の
理
解
を
深
め
る

○
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
で
行
わ
れ
て
い
る
議
論
に
つ
い
て
、

議
事
の
内
容
等
の
情
報
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
提
供

地
域

地
域
地
域

地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
で
の
議
論
の
進
め
方

医
療
構
想
調
整
会
議
で
の
議
論
の
進
め
方

医
療
構
想
調
整
会
議
で
の
議
論
の
進
め
方

医
療
構
想
調
整
会
議
で
の
議
論
の
進
め
方

４
．
医
療
・
介
護
連
携
に
つ
い
て

○
地
域
医
療
構
想
に
よ
る
慢
性
期
・在
宅
医
療
等
の
需
要
推
計
を
踏
ま
え
、
以
下
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
記
載
す
る
。

①
地
域
の
医
療
機
関
で
対
応
す
べ
き
在
宅
医
療
の
ニ
ー
ズ

②
目
標
と
す
る
提
供
体
制

※
②
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は

・
在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
一
部
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
相
互
に
補
完
す
る
関
係
に
あ
る
こ
と

・
現
状
の
介
護
保
険
施
設
等
の
整
備
状
況
は
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
異
な
る
こ
と

を
考
慮
し
、
都
道
府
県
や
市
町
村
の
医
療
・
介
護
担
当
者
等
の
関
係
者
に
よ
る
協
議
の
場

都
道
府
県
や
市
町
村
の
医
療
・
介
護
担
当
者
等
の
関
係
者
に
よ
る
協
議
の
場

都
道
府
県
や
市
町
村
の
医
療
・
介
護
担
当
者
等
の
関
係
者
に
よ
る
協
議
の
場

都
道
府
県
や
市
町
村
の
医
療
・
介
護
担
当
者
等
の
関
係
者
に
よ
る
協
議
の
場
を
設
置
し
検
討
す
る
。

○
以
下
の
よ
う
な
指
標
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
実
績
に
着
目
し
た
指
標

・
医
療
・
介
護
の
連
携
体
制
に
つ
い
て
把
握
す
る
た
め
の
指
標

・
高
齢
者
以
外
の
小
児
や
成
人
に
係
る
在
宅
医
療
の
体
制
に
つ
い
て
把
握
す
る
た
め
の
指
標

・
看
取
り
に
至
る
過
程
を
把
握
す
る
た
め
の
指
標

○
在
宅
医
療
に
か
か
る
圏
域
の
設
定
と
、
課
題
の
把
握
を
徹
底
す
る
。

○
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
な
、
多
様
な
職
種
・
事
業
者
が
参
加
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
施
策
を
進
め
る
。

・
入
院
医
療
機
関
に
対
し
在
宅
医
療
で
対
応
可
能
な
患
者
像
や
療
養
環
境
に
つ
い
て
の
研
修

・
入
院
医
療
機
関
と
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
や
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
等
と
の
入
退
院
時
に
お
け
る

情
報
共
有
の
た
め
連
携
ル
ー
ル
等
の
策
定

○
地
域
支
援
事
業
の
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
を
担
う
市
町
村
に
対
し
必
要
な
支
援
を
行
う
。

2
0

目
標
設
定
に
つ
い
て

目
標
設
定
に
つ
い
て

目
標
設
定
に
つ
い
て

目
標
設
定
に
つ
い
て

指
標

指
標
指
標

指
標
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

施
策
に
つ
い
て

施
策
に
つ
い
て

施
策
に
つ
い
て

施
策
に
つ
い
て



市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画

市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画

市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画

市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画

国国国 国
都
道
府
県
医
療
計
画

都
道
府
県
医
療
計
画

都
道
府
県
医
療
計
画

都
道
府
県
医
療
計
画

2
8
年

1
2
月

2
9
年

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

3
0
年

1
月

2
月

3
月

第
７
次
医
療
計
画
・
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ

第第第 第
7
期
介
護
保
険
事
業
計
画
ス
タ
ー
ト

期
介
護
保
険
事
業
計
画
ス
タ
ー
ト

期
介
護
保
険
事
業
計
画
ス
タ
ー
ト

期
介
護
保
険
事
業
計
画
ス
タ
ー
ト

・
介
護
保
険
事
業
計
画
を
議
会
に
報
告

・
介
護
保
険
条
例
の
改
正

基
本
指
針
案
の
提
示

計
画
策
定
の
た
め
の
準
備
作
業

・
基
礎
デ
ー
タ
の
収
集

・
実
態
調
査
、
ニ
ー
ズ
調
査

・
こ
れ
ま
で
の
施
策
の
整
理

・
課
題
の
検
討
等

策
定
指
針
の
通
知

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

医
療
審
議
会
へ
諮
問

第
7
期
計
画
策
定
に
関
す
る
基
本
的
考

え
方
、
在
宅
介
護
実
態
調
査
の
分
析
手

法
の
提
示

・
二
次
医
療
圏
の
設
定

・
基
準
病
床
の
設
定

・
5
疾
病
・

5
事
業
及
び
在
宅
医
療
の

課
題
、
目
標
、
施
策
の
検
討

等

第第第 第
7
次
医
療
計
画
ス
タ
ー
ト

次
医
療
計
画
ス
タ
ー
ト

次
医
療
計
画
ス
タ
ー
ト

次
医
療
計
画
ス
タ
ー
ト

協
議
の
場

協
議
の
場

協
議
の
場

協
議
の
場

・
対
応
す
べ
き
需
要
に
つ
い
て

・
整
備
目
標
・
見
込
み
量
の
在
り
方

に
つ
い
て

（
達
成
状
況
の
評
価
に
つ
い
て
）

総
合
確
保
方
針
の
告
示

計
画
策
定
の
た
め
の
準
備
作
業

・
基
礎
デ
ー
タ
の
収
集

・
実
態
調
査
、
ニ
ー
ズ
調
査

・
こ
れ
ま
で
の
施
策
の
整
理

・
課
題
の
検
討
等

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

・
サ
ー
ビ
ス
見
込
み
量
の
設
定

・
保
険
料
の
仮
設
定

等

2
1

療
養
病
床

療
養
病
床

療
養
病
床

療
養
病
床

一
般
病
床

一
般
病
床

一
般
病
床

一
般
病
床

都
道
府
県
間
の
患
者
流
出
入
を
見
込
む
場
合

都
道
府
県
間
の
患
者
流
出
入
を
見
込
む
場
合

都
道
府
県
間
の
患
者
流
出
入
を
見
込
む
場
合

都
道
府
県
間
の
患
者
流
出
入
を
見
込
む
場
合

流
出
先
又
は
流
入
元
の
都
道
府
県
と
協
議
を
行
い
定
め
た
数

平
均
在
院
日
数

平
均
在
院
日
数

平
均
在
院
日
数

平
均
在
院
日
数

性
別
･年
齢

性
別
･年
齢

性
別
･年
齢

性
別
･年
齢

階
級
別
人
口

階
級
別
人
口

階
級
別
人
口

階
級
別
人
口

×
性
別
･年
齢
階
級
別

性
別
･年
齢
階
級
別

性
別
･年
齢
階
級
別

性
別
･年
齢
階
級
別

一
般
病
床
退
院
率

一
般
病
床
退
院
率

一
般
病
床
退
院
率

一
般
病
床
退
院
率

＋
流
入

流
入
流
入

流
入

入
院
患
者
数

入
院
患
者
数

入
院
患
者
数

入
院
患
者
数

流
出

流
出
流
出

流
出

入
院
患
者
数

入
院
患
者
数

入
院
患
者
数

入
院
患
者
数

－
×病
床
利
用
率

病
床
利
用
率

病
床
利
用
率

病
床
利
用
率

在
宅
医
療
等

在
宅
医
療
等

在
宅
医
療
等

在
宅
医
療
等

対
応
可
能
数

対
応
可
能
数

対
応
可
能
数

対
応
可
能
数

性
別
･年
齢

性
別
･年
齢

性
別
･年
齢

性
別
･年
齢

階
級
別
人
口

階
級
別
人
口

階
級
別
人
口

階
級
別
人
口

×
＋

流
入

流
入
流
入

流
入

入
院
患
者
数

入
院
患
者
数

入
院
患
者
数

入
院
患
者
数

流
出

流
出
流
出

流
出

入
院
患
者
数

入
院
患
者
数

入
院
患
者
数

入
院
患
者
数

－

病
床
利
用
率

病
床
利
用
率

病
床
利
用
率

病
床
利
用
率

性
別
･年
齢
階
級
別

性
別
･年
齢
階
級
別

性
別
･年
齢
階
級
別

性
別
･年
齢
階
級
別

療
養
病
床
入
院
受
療
率

療
養
病
床
入
院
受
療
率

療
養
病
床
入
院
受
療
率

療
養
病
床
入
院
受
療
率

－

①
病
床
利
用
率
は
、
一
般

7
6
％
、
療
養

9
0
％
を
下
限
値
と
し
て
設
定

②
平
均
在
院
日
数
は
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
経
年
変
化
率
を
踏
ま
え
た
日
数
を
設
定

③
入
院
入
所
需
要
率
か
ら
、
療
養
病
床
入
院
受
療
率
へ
見
直
し

④
介
護
施
設
対
応
可
能
数
か
ら
、
在
宅
医
療
等
対
応
可
能
数
に
見
直
し

⑤
流
出
超
過
加
算
か
ら
、
都
道
府
県
間
で
調
整
を
行
い
定
め
る
数
へ
変
更

2
2

５
．
基
準
病
床
数
に
つ
い
て

④④④ ④

②②② ②

①①① ①①①① ①

⑤⑤⑤ ⑤

③③③ ③



今
後
の
医
療
計
画
の
見
直
し
等
に
関
す
る
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）

平
成

平
成
平
成

平
成

2
8
2
8
2
8
2
8
年
度

年
度
年
度

年
度

平
成

平
成
平
成

平
成

3
0
3
0
3
0
3
0
年
度

年
度
年
度

年
度

平
成

平
成
平
成

平
成

2
9
2
9
2
9
2
9
年
度

年
度
年
度

年
度

2
3

脳
卒
中
、
心
臓
病
そ
の

他
の
循
環
器
病
に
係
る

診
療
提
供
体
制
の
在
り

方
に
関
す
る
検
討
会

平
成

平
成
平
成

平
成

3
2
3
2
3
2
3
2
年
度

年
度
年
度

年
度

平
成

平
成
平
成

平
成

3
1
3
1
3
1
3
1
年
度

年
度
年
度

年
度

平
成

平
成
平
成

平
成

3
3
3
3
3
3
3
3
年
度

年
度
年
度

年
度

第
７
次
医
療
計
画

第
７
期
介
護
保
険
事
業
(支

援
)計

画
第

８
期

介
護
保

険
事

業
(
支

援
)計

画

医療計画

検討会

地域医療

構想ＷＧ

関連する

検討会等

中間見直しに

反映が必要な

事項を整理

○
５
疾
病
・
５
事
業
及
び
在
宅
医
療

○
P

D
C

A
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
の
指
標

○
医
療
・
介
護
の
連
携
の
推
進
に
向
け
た
対
応

○
第
７
次
医
療
計
画
策
定
後
の
課
題

等
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討

○
５
疾
病
・
５
事
業
及
び
在
宅
医
療
に
係
る
検
討
会

○
そ
の
他
関
連
す
る
検
討
会

等
に
お
い
て
議
論
さ
れ
た
内
容
に
つ
き
、
必
要
に
応
じ
て
親
会
で
検
討

～～～ ～
第
６
次
医
療
計
画

第
６
期
介
護
保
険
事
業
(支

援
)計

画

都道府県に

おいて必要な

中間見直しを

実施

（
中
間
見
直
し
）

○
在
宅
医
療
の
整
備
の
進
捗
状
況

○
医
療
・
介
護
の
体
制
整
備
に
関
す
る
課
題

等
に
つ
い
て
必
要
に
応
じ
て
検
討

在宅及び医療・

介護連携ＷＧ

第
1
0

回
医

探
計

画
の

ৄ
直

し
等

に
関

す
る

検
討

会
平

成
２

９
ফ

３
月

８
日

ৱ
厄４

○
地
域
医
療
構
想
の
進
捗
管
理

○
病
床
機
能
報
告
制
度
の
改
善

○
医
療
機
能
の
分
化
と
連
携
を
進
め
る
施
策

等
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討

２
地
域
医
療
構
想
の
推
進
に
向
け
て

2
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都道府県 ○
「
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
」
に
よ
り
、
平
成
２
７
年
４
月
よ
り
、
都
道
府
県
が
「地
域
医
療
構
想
」
を
策
定
。
平
成
２
８
年
度

中
に
全
都
道
府
県
で
策
定
済
み
。

※
「
地
域
医
療
構
想
」は
、
二
次
医
療
圏
単
位
で
の
策
定
が
原
則
。

○
「
地
域
医
療
構
想
」
は
、
２
０
２
５
年
に
向
け
、
病
床
の
機
能
分
化
・連
携
を
進
め
る
た
め
に
、
医
療
機
能
ご
と
に
２
０
２
５
年
の

医
療
需
要
と
病
床
の
必
要
量
を
推
計
し
、
定
め
る
も
の
。

○
都
道
府
県
が
「
地
域
医
療
構
想
」
の
策
定
を
開
始
す
る
に
当
た
り
、
厚
生
労
働
省
で
推
計
方
法
を
含
む
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作

成
。
平
成
２
７
年
３
月
に
発
出
。

医
療
機
能
の
報
告
等
を
活
用
し
、
「
地
域
医
療
構
想
」
を

策
定
し
、
更
な
る
機
能
分
化
を
推
進

（
「
地
域
医
療
構
想
」
の
内
容
）

１
．
２
０
２
５
年
の
医
療

１
．
２
０
２
５
年
の
医
療

１
．
２
０
２
５
年
の
医
療

１
．
２
０
２
５
年
の
医
療
需
要
と
病
床
の
必
要
量

需
要
と
病
床
の
必
要
量

需
要
と
病
床
の
必
要
量

需
要
と
病
床
の
必
要
量

・
高
度
急
性
期
・
急
性
期
・
回
復
期
・
慢
性
期
の
４
機
能
ご
と
に
医
療

需
要
と
病
床
の
必
要
量
を
推
計

・
在
宅
医
療
等
の
医
療
需
要
を
推
計

・
都
道
府
県
内
の
構
想
区
域
（
二
次
医
療
圏
が
基
本
）単
位
で
推
計

２
．
２
．
２
．
２
．
目
指
す
べ
き
医
療
提
供
体
制
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策

目
指
す
べ
き
医
療
提
供
体
制
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策

目
指
す
べ
き
医
療
提
供
体
制
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策

目
指
す
べ
き
医
療
提
供
体
制
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策

例
）
医
療
機
能
の
分
化
・
連
携
を
進
め
る
た
め
の
施
設
設
備
、

在
宅
医
療
等
の
充
実
、
医
療
従
事
者
の
確
保
・
養
成
等

地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

（
機
能
が

見
え
に
く
い
）

医
療
機
能

を
自
主
的
に

選
択

医療機関

（
B
病
棟
）

急
性
期
機
能

（
D
病
棟
）

慢
性
期
機
能

（
C
病
棟
）

回
復
期
機
能

（
A
病
棟
）

高
度
急
性
期
機
能

○
機
能
分
化
・
連
携
に
つ
い
て
は
、
「
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
」

で
議
論
・
調
整
。

医
療
機
能
の
現
状
と
今
後
の

方
向
を
報
告
（
毎
年
１
０
月
）

病
床
機
能
報
告

2
5

地
域
医
療
構
想
の
策
定
時
期
に
つ
い
て

地
域
医
療
構
想
の
策
定
時
期
に
つ
い
て

地
域
医
療
構
想
の
策
定
時
期
に
つ
い
て

地
域
医
療
構
想
の
策
定
時
期
に
つ
い
て

1
2

1
6

2
0

3
9

1
2

4

4

1
9

8

平
成

2
8
年
１
～
３
月

平
成

2
8
年
４
～
６
月

平
成

2
8
年
７
～
９
月

平
成

2
8
年

1
0
～

1
2
月

平
成

2
9
年
１
～
３
月

青
森
、
岩
手
、
栃
木
、

千
葉
、
静
岡
、
滋
賀
、

大
阪
、
奈
良
、
岡
山
、

広
島
、
愛
媛
、
佐
賀

福
井
、
山
梨
、

和
歌
山
、
大
分

北
海
道
、
宮
城
、
秋
田
、
福
島
、
茨
城
、

群
馬
、
埼
玉
、
神
奈
川
、
石
川
、
愛
知
、
兵
庫
、

鳥
取
、
島
根
、
徳
島
、
香
川
、
高
知
、
長
崎
、

宮
崎
、
鹿
児
島

新
潟
、
富
山
、
長
野
、

三
重
、
京
都
、
福
岡
、

熊
本
、
沖
縄

山
形
、
東
京
、

岐
阜
、
山
口

○
平
成
2
7
年
４
月
よ
り
、
各
都
道
府
県
に
お
い
て
地
域
医
療
構
想
の
策
定
を
開
始
し
、
平
成
28
年
度
末
ま
で
に
全
て
の
都
道
府

県
で
策
定
を
完
了
。

2
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地
域
医
療
構
想
の
実
現
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

１
．
１
．
１
．
１
．
ま
ず
、

ま
ず
、

ま
ず
、

ま
ず
、
医
療
機
関
が
「
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
」
で
協
議

医
療
機
関
が
「
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
」
で
協
議

医
療
機
関
が
「
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
」
で
協
議

医
療
機
関
が
「
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
」
で
協
議
を
行
い
、
機
能
分
化
・
連
携
を
進
め
る
。

を
行
い
、
機
能
分
化
・
連
携
を
進
め
る
。

を
行
い
、
機
能
分
化
・
連
携
を
進
め
る
。

を
行
い
、
機
能
分
化
・
連
携
を
進
め
る
。

都
道
府
県

都
道
府
県

都
道
府
県

都
道
府
県
ははは は
、、、 、
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
を
活
用
。

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
を
活
用
。

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
を
活
用
。

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
を
活
用
。

２
．
２
．
２
．
２
．
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
で
の
協
議
を
踏
ま
え
た

地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
で
の
協
議
を
踏
ま
え
た

地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
で
の
協
議
を
踏
ま
え
た

地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
で
の
協
議
を
踏
ま
え
た
自
主
的

自
主
的

自
主
的

自
主
的
ななな な
取
組
だ
け

取
組
だ
け

取
組
だ
け

取
組
だ
け
で
は
、
機
能
分
化
・
連
携
が
進
ま
な
い

で
は
、
機
能
分
化
・
連
携
が
進
ま
な
い

で
は
、
機
能
分
化
・
連
携
が
進
ま
な
い

で
は
、
機
能
分
化
・
連
携
が
進
ま
な
い
場場場 場

合合合 合
に
は
、
医
療
法
に
定
め
ら
れ
た

に
は
、
医
療
法
に
定
め
ら
れ
た

に
は
、
医
療
法
に
定
め
ら
れ
た

に
は
、
医
療
法
に
定
め
ら
れ
た
都
道
府
県
知
事
の
役
割

都
道
府
県
知
事
の
役
割

都
道
府
県
知
事
の
役
割

都
道
府
県
知
事
の
役
割
を
適
切
に
発
揮
。

を
適
切
に
発
揮
。

を
適
切
に
発
揮
。

を
適
切
に
発
揮
。

STEP1   地
域

に
お

け
る

役
割

分
担

の
明

確
化

と
将

来
の

্
਱

ਙ
の

ુ
有

を
َ

地
域

挨
探

拧
挹

৹
整

会
議

ُ
で

ੈ
議

個
々
の
病
院
の
再
編
に
向
け
、
各
都
道
府
県
で
の
「調
整
会

議
」
で
の
協
議
を
促
進
。

①
救
急
医
療
や
小
児
、
周
産
期
医
療
等
の
政
策
医
療
を
担

う
中
心
的
な
医
療
機
関
の
役
割
の
明
確
化
を
図
る

②
そ
の
他
の
医
療
機
関
に
つ
い
て
、
中
心
的
な
医
療
機
関

が
担
わ
な
い
機
能
や
、
中
心
的
な
医
療
機
関
と
の
連
携
等

を
踏
ま
え
た
役
割
の
明
確
化
を
図
る

STEPڮ
َ

地
域

挨
探

捈
૧

੕
合

確
৳

੦
স

ُ
に

よ
ॉ

੍
拶

都
道
府
県
は
、
「
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
」を
活
用

「
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
」を
活
用

「
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
」を
活
用

「
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
」を
活
用
し

て
、
医
療
機
関
の
機
能
分
化
・連
携
を
支
援
。

・
病
床
機
能
の
転
換
等
に
伴
う
施
設
整
備
・設
備
整
備
の
補

助
等
を
実
施
。

STEP３
都

道
府

県
ੴ

事
に

よ
る

ి
જ

な
役

割
の

発
揮

都
道
府
県
知
事
は
、
医
療
法
上
の
役
割
を
適
切
に
発
揮
し
、

都
道
府
県
知
事
は
、
医
療
法
上
の
役
割
を
適
切
に
発
揮
し
、

都
道
府
県
知
事
は
、
医
療
法
上
の
役
割
を
適
切
に
発
揮
し
、

都
道
府
県
知
事
は
、
医
療
法
上
の
役
割
を
適
切
に
発
揮
し
、

機
能
分
化
・
連
携
を
推
進
。

機
能
分
化
・
連
携
を
推
進
。

機
能
分
化
・
連
携
を
推
進
。

機
能
分
化
・
連
携
を
推
進
。

【【【 【
医
療
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
都
道
府
県
の
権
限

医
療
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
都
道
府
県
の
権
限

医
療
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
都
道
府
県
の
権
限

医
療
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
都
道
府
県
の
権
限
】】】 】

①
地
域
で
既
に
過
剰

地
域
で
既
に
過
剰

地
域
で
既
に
過
剰

地
域
で
既
に
過
剰
に
な
っ
て
い
る
医
療
機
能
に
転
換
し

よ
う
と
す
る
医
療
機
関
に
対
し
て
、
転
換
の
中
止
の
要
請
・

転
換
の
中
止
の
要
請
・

転
換
の
中
止
の
要
請
・

転
換
の
中
止
の
要
請
・

勧
告

勧
告
勧
告

勧
告
（民
間
医
療
機
関
）及
び
命
令
（公
的
医
療
機
関
）

②
医
療
機
関
に
対
し
て
、
不
足
し
て
い
る
医
療
機
能
を
担
う

不
足
し
て
い
る
医
療
機
能
を
担
う

不
足
し
て
い
る
医
療
機
能
を
担
う

不
足
し
て
い
る
医
療
機
能
を
担
う

よ
う
、
要
請
・勧
告

よ
う
、
要
請
・勧
告

よ
う
、
要
請
・勧
告

よ
う
、
要
請
・勧
告
（民
間
医
療
機
関
）及
び
指
示
（公
的
医

療
機
関
）

③
新
規
開
設
の
医
療
機
関
に
対
し
て
、
地
域
医
療
構
想
の

達
成
に
資
す
る
条
件
を
付
け
て
許
可

④
稼
働
し
て
い
な
い
病
床
の
削
減
を
要
請
・勧
告
（
民
間
医

療
機
関
）
及
び
命
令
（
公
的
医
療
機
関
）

※
①
～
④
の
実
施
に
は
、
都
道
府
県
の
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
く
等

の
手
続
き
を
経
る
必
要
が
あ
る
。

※
勧
告
、
命
令
、
指
示
に
従
わ
な
い
医
療
機
関
に
は
、
医
療
機
関
名
の

公
表
や
地
域
医
療
支
援
病
院
の
承
認
の
取
消
し
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

将来の方向性を踏まえた、自主的な取組だけ

では、機能分化・連携が進まない場合

2
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3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

都道府県全体 都道府県全体 都道府県全体 都道府県全体 国国国 国

地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
の
進
め
方
の
サ
イ
ク
ル
（
イ
メ
ー
ジ
）

地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
の
進
め
方
の
サ
イ
ク
ル
（
イ
メ
ー
ジ
）

地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
の
進
め
方
の
サ
イ
ク
ル
（
イ
メ
ー
ジ
）

地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
の
進
め
方
の
サ
イ
ク
ル
（
イ
メ
ー
ジ
）

調整会議 調整会議 調整会議 調整会議

・
都
道
府
県
職
員
研
修
（
前
期
）

・
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
配
布
及
び
説
明
会

・
基
金
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

・
都
道
府
県
職
員
研
修
（
中
期
）

・
地
域
医
療
構
想
の
取
組
状
況
の

把
握

・
都
道
府
県
職
員
研
修
（
後
期
）

・
病
床
機
能
報
告
の
実
施

（
平
成

2
9
年
度
に
つ
い
て
は
、
第
７

次
医
療
計
画
に
向
け
た
検
討
を

開
始
）

●
具
体
的

●
具
体
的

●
具
体
的

●
具
体
的
な
機
能
分
化
・
連
携
に

な
機
能
分
化
・
連
携
に

な
機
能
分
化
・
連
携
に

な
機
能
分
化
・
連
携
に

向
け
た

向
け
た

向
け
た

向
け
た
取
組
の

取
組
の

取
組
の

取
組
の
整
理
に

整
理
に

整
理
に

整
理
に
つ
い
て

つ
い
て

つ
い
て

つ
い
て

・
県
全
体
の
病
床
機
能
や
５
事
業

等
分
野
ご
と
の
不
足
状
況
を
明

示

●
病
床

●
病
床

●
病
床

●
病
床
機
能
報
告
や
医
療
計
画

機
能
報
告
や
医
療
計
画

機
能
報
告
や
医
療
計
画

機
能
報
告
や
医
療
計
画

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
等
を
踏
ま
え
た
役
割

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
等
を
踏
ま
え
た
役
割

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
等
を
踏
ま
え
た
役
割

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
等
を
踏
ま
え
た
役
割

分
担
に

分
担
に

分
担
に

分
担
に
つ
い
て
確
認

つ
い
て
確
認

つ
い
て
確
認

つ
い
て
確
認

・
不
足
す
る
医
療
機
能
の
確
認

・
各
医
療
機
関
の
役
割
の
明
確
化

・
各
医
療
機
関
の
病
床
機
能
報
告

や
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
活
用

●
機
能

●
機
能

●
機
能

●
機
能
・
事
業
等
ご
と

・
事
業
等
ご
と

・
事
業
等
ご
と

・
事
業
等
ご
と
の
不
足

の
不
足

の
不
足

の
不
足
ををを を

補
う
た
め
の
具
体
策
に
つ
い
て
の

補
う
た
め
の
具
体
策
に
つ
い
て
の

補
う
た
め
の
具
体
策
に
つ
い
て
の

補
う
た
め
の
具
体
策
に
つ
い
て
の

議
論

議
論
議
論

議
論

・
地
域
で
整
備
が
必
要
な
医
療
機

能
を
具
体
的
に
示
す

・
病
床
機
能
報
告
に
向
け
て
方
向

性
を
確
認

・
機
能
ご
と
に
具
体
的
な
医
療
機

関
名
を
挙
げ
た
う
え
で
、
機
能

分
化
・
連
携
若
し
く
は
転
換
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
決
定

・
具
体
的
な
医
療
機
関
名
や
進
捗

評
価
の
た
め
の
指
標
、
次
年
度

の
基
金
の
活
用
等
を
含
む
と
り

ま
と
め
を
行
う

●
病
床
機
能
の
分
化
・
連
携
に
向
け
た
好
事
例
や
調
整
困
難
事
例
に
つ
い
て
収
集
・
整
理
（
国
に
お
い
て
全
国
状
況
を
整
理
）

●
地
域
住
民
・
市
区
町
村
・
医
療
機
関
等
に

地
域
住
民
・
市
区
町
村
・
医
療
機
関
等
に

地
域
住
民
・
市
区
町
村
・
医
療
機
関
等
に

地
域
住
民
・
市
区
町
村
・
医
療
機
関
等
に
対
す
る
情
報
提
供

対
す
る
情
報
提
供

対
す
る
情
報
提
供

対
す
る
情
報
提
供
（
議
事
録
の
公
開
、
説
明
会
等
）

１１１ １
回
目

回
目
回
目

回
目

２
回
目

２
回
目

２
回
目

２
回
目

３
回
目

３
回
目

３
回
目

３
回
目

４
回
目

４
回
目

４
回
目

４
回
目

全
て
の
都

道
府
県
で

構
想
策
定

完
了
予
定

：
国
か
ら
都
道
府
県
へ
進
捗
確
認

○
次
の
よ
う
な
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
毎
年
繰
り
返
す
こ
と
で
、
地
域
医
療
構
想
の
達
成
を
目
指
す
。

2
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【
医

探
計

画
の

ৄ
直

し
等

に
関

す
る

勪
ৄ

の
と

り
ऽ

と
め

े
り

掽
ხ

】

＜
地

域
医

探
構

想
調

整
会

議
の

役
割

を
౷

ऽ
इ

た
議

厱
す

る
内

卣
及

び
進

め
方

の
整

৶
＞

１
医

探
機

能
の

役
割

ী
担

に
つ

い
て

ア
構

想
区

域
に

お
け

る
ల

勵
の

医
探

提
供

体
勧

を
構

ണ
し

て
い

く
た

め
の

方
向

性
の

共
有

（
ア

）
構

想
区

域
に

お
け

る
医

探
機

関
の

役
割

の
৥

卾
化

○
ల

勵
の

医
探

提
供

体
勧

を
構

ണ
し

て
い

く
た

め
の

方
向

性
を

共
有

す
る

た
め

、
当

該
構

想
区

域
に

お
け

る
医

探
機

関
で

あ
っ

て
、

地
域

に
お

け
る

救
急

医
探

や
಼

县
医

探
等

を
担

う
医

探
機

関
が

、
ど

の
े

う
な

役
割

を
担

う
か

৥
卾

に
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

そ
の

際
に

、
次

の
厰

医
探

機
関

が
担

う
医

探
機

能
等

を
౷

ऽ
इ

、
地

域
医

探
構

想
調

整
会

議
で

検
討

を
進

め
る

こ
と

。
・

構
想

区
域

の
救

急
医

探
や

಼
县

医
探

等
の

中
升

的
な

医
探

機
関

が
担

う
医

探
機

能
・

公
的

医
探

機
関

等
及

び
国

য়
病

院
機

構
の

厰
医

探
機

関
が

担
う

医
探

機
能

（
公

য়
病

院
の

担
う

医
探

機
能

に
つ

い
て

は
、

新
公

য়
病

院
改

革
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

基
づ

き
検

討
す

る
こ

と
）

・
地

域
医

探
匣

拶
病

院
及

び
特

定
機

能
病

院
が

担
う

医
探

機
能

等 地
域

挨
探

拧
挹

৹
整

会
議

で
の

議
૛

の
ਤ

ी
্

に
つ

い
て

2
9

【
新

公
য়

病
院

改
革

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

े
り

掽
ხ

】
第

１
ಌ

な
る

公
য়

病
院

改
革

の
必

要
性

３
公

য়
病

院
改

革
の

基
ম

的
な

卛
इ

方
০

後
の

公
য়

病
院

改
革

の
目

匦
す

と
こ

ौ
は

、
৐

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

と
大

き
く

厭
ॎ

る
も

の
で

は
な

い
。

す
な

ॎ
ち

、
公

য়
病

院
改

革
の

捨
掄

の
目

的
は

、
公

・
ড়

の
ి

卲
な

役
割

ী
担

の
ৣ

、
地

域
に

ᅎ
い

て
必

要
な

医
探

提
供

体
勧

の
卾

৳
を

掛
り

、
そ

の
中

で
公

য়
病

院
が

安
定

し
た

経
協

の
ৣ

で
へ

き
地

医
探

・
勘

఼
算

医
探

や
ৈ

২
・

匪
進

医
探

等
を

提
供

す
る

匤
要

な
役

割
を

ಲ
勸

的
に

担
っ

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
े

う
に

す
る

こ
と

に
あ

る
。

（
中

റ
）

し
た

が
っ

て
、

০
後

の
公

য়
病

院
改

革
は

、
医

探
১

に
基

づ
く

地
域

挨
探

拧
挹

の
ਫ਼

挎
఺

ल
ऒ

ो
に

੦
त

ऎ
取

ੌ
と

整
合

৓
に

ষ
ॎ

ो
る

૑
ਏ

が
あ

る
。

第
２

地
方

公
共

団
体

に
お

け
る

新
改

革
プ

ラ
ン

の
策

定
１

新
改

革
プ

ラ
ン

の
策

定
ৎ

期
（

中
റ

）
な

お
、

新
改

革
プ

ラ
ン

は
、

地
域

医
探

構
想

と
整

合
的

で
あ

る
こ

と
が

卍
め

ら
れ

て
い

る
も

の
で

あ
る

が
、

仮
に

、
新

改
革

プ
ラ

ン
策

定
後

に
、

地
域

挨
探

拧
挹

の
挾

成
を

掙
ਤ

す
る

た
ी

に
ষ

अ
ঢ়

બ
者

と
の

ੈ
議

の
場

（
ਰ

ৣ
َ

地
域

挨
探

拧
挹

৹
整

会
議

ُ
と

い
अ

؛
）

の
合

意
事

項
と

齟
齬

が
生

じ
た

場
合

に
は

、
速

や
か

に
新

改
革

プ
ラ

ン
を

修
正

す
べ

き
で

あ
る

。

新
ਁ

য়
病

院
改

革
फ़

イ
ॻ

ラ
イ

ン
と

地
域

挨
探

拧
挹

3
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挨
探

১
に

定
ी

る
地

域
挨

探
拧

挹
৹

整
会

議
の

開
催

新
た

な
中

核
病

院
の

整
備

に
よ

る
自

治
体

病
院

等
機

能
再

編
成

の
イ

メ
ー

ジ

・
国

য়
病

院
機

構
൞

৐
病

院
(342床

)
・

൞
৐

৘
য়

病
院

(250床
)

統
合

し
、

新
た

な
中

核
病

院
（

ع440
450床

）
を

整
備

地
域
医
療
構
想
の
記
載
内
容
（
病
床
機
能
の
分
化
・
連
携
の
推
進

)

�
構
想
区
域
内
に
お
け
る
医
療
機
関
の
役
割
分
担
の
明
確
化
、
連
携
体
制
の
強
化
に
よ
る
、
効
率
的
・
効
果
的
な
医
療
提
供
体
制
を
構
築

�
自
治
体
病
院
等
の
機
能
再
編
成
を
推
進

・
హ

厈
病

院
(257床

)
・

大
鰐

病
院

(60床
) 

・
ഝ

ൈ
中

央
病

院
(87床

)
・

そ
の

他
の

中
小

病
院

病
床

規
模

の
縮

小
や

回
挴

期
・

慢
性

期
機

能
へ

転
換

調
整
会
議
（
津
軽
構
想
区
域
）
で
の
議
論

�
新
た
な
中
核
病
院
の
整
備
に
よ
る
医
療
資
源
の
集
約
を
通
じ
て
、
救
急
医
療
体
制
の
確
保
と
充
実
、
急
性
期
医
療
、
専
門
医
療
の
対
応
力
向
上

�
そ
の
他
の
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
病
床
稼
働
率
等
の
状
況
を
踏
ま
え
た
、
病
床
規
模
の
見
直
し
及
び
回
復
期
・
慢
性
期
機
能
へ
転
換

黒
石
病
院

黒
石
病
院

黒
石
病
院

黒
石
病
院

（
機
能
分
化
、
病
床
削
減
）

回
復
期
機
能
へ

大
鰐

大
鰐
大
鰐

大
鰐
病
院

病
院
病
院

病
院

（
機
能
転
換
、
病
床
削
減
）

慢
性
期
機
能
、
老
健
等
へ

回
復
期
、
慢
性
期
機
能
へ

板
柳
中
央
病
院

板
柳
中
央
病
院

板
柳
中
央
病
院

板
柳
中
央
病
院

（
機
能
分
化
）

新
た
な
中
核

新
た
な
中
核

新
た
な
中
核

新
た
な
中
核
病
院

病
院
病
院

病
院

基
本
的
な
方
向
性
に
つ
い
て
、
関
係
者
間
で
合
意
。
今
後
、
具
体
策
に
つ
い
て
議
論
を
深
化
。

基
本
的
な
方
向
性
に
つ
い
て
、
関
係
者
間
で
合
意
。
今
後
、
具
体
策
に
つ
い
て
議
論
を
深
化
。

基
本
的
な
方
向
性
に
つ
い
て
、
関
係
者
間
で
合
意
。
今
後
、
具
体
策
に
つ
い
て
議
論
を
深
化
。

基
本
的
な
方
向
性
に
つ
い
て
、
関
係
者
間
で
合
意
。
今
後
、
具
体
策
に
つ
い
て
議
論
を
深
化
。

青
森
県
の
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
に
お
け
る
検
討
内
容
に
つ
い
て

青
森
県
の
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
に
お
け
る
検
討
内
容
に
つ
い
て

青
森
県
の
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
に
お
け
る
検
討
内
容
に
つ
い
て

青
森
県
の
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
に
お
け
る
検
討
内
容
に
つ
い
て

＜
津

軽
構

想
区

域
＞

・
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

・
臨
床
研
修
指
定
病
院

・
地
域
災
害
拠
点
病
院

・
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

・
地
域
医
療
支
援
病
院
等

3
1

•
2
0
2
5
年
の
病
床
の
必
要
量
と
現
在
（平
成
2
6
年
病
床
機
能
報
告
）
の
病
床
数
を
機
能
別
に
比
較
す
る
と
、
現
状
は
高
度
急
性
期

及
び
急
性
期
が
合
わ
せ
て
約
4
,9
0
0床
多
い
一
方
で
、
回
復
期
機
能
が
約
3,6
0
0
床
（
現
在
の
約
3
2
0
%相
当
）不
足
す
る
と
推
計

•
圏
域
ご
と
に
具
体
的
な
医
療
機
関
名
を
挙
げ
て
、
担
う
べ
き
機
能
を
明
示
し
つ
つ
、
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
で
議
論
す
る
内

容
を
整
理 岐
阜
県
の
地
域
医
療
構
想
の
概
要

岐
阜
県
の
地
域
医
療
構
想
の
概
要

岐
阜
県
の
地
域
医
療
構
想
の
概
要

岐
阜
県
の
地
域
医
療
構
想
の
概
要
と
岐
阜
圏
域
の

と
岐
阜
圏
域
の

と
岐
阜
圏
域
の

と
岐
阜
圏
域
の
記
載
に
つ
い
て

記
載
に
つ
い
て

記
載
に
つ
い
て

記
載
に
つ
い
て

岐
阜
圏
域
の
地
域
医
療
構
想
達
成
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
（
岐
阜
圏
域
の
記
載
よ
り
）

構
想
区
域
の
設
定
（
５
構
想
区
域
）

岐
阜
圏
域
の
2
0
2
5
年
の
病
床
の
必
要
量
と

在
宅
医
療
等
の
必
要
量

概
要区
分

区
分
区
分

区
分

平
成

平
成
平
成

平
成
2
6
2
626
2
6
（（（ （
2
0
1
4

2
0
1
4

2
0
1
4

2
0
1
4
）
年
に

）
年
に

）
年
に

）
年
に

お
け
る
機
能
別
病
床

お
け
る
機
能
別
病
床

お
け
る
機
能
別
病
床

お
け
る
機
能
別
病
床

数
（
病
床
機
能
報
告
）

数
（
病
床
機
能
報
告
）

数
（
病
床
機
能
報
告
）

数
（
病
床
機
能
報
告
）

平
成

平
成
平
成

平
成
3
7
3
737
3
7
（（（ （
2
0
2
5

2
0
2
5

2
0
2
5

2
0
2
5
））） ）

年
に

年
に
年
に

年
に
お
け
る
病
床

お
け
る
病
床

お
け
る
病
床

お
け
る
病
床

の
必
要
量

の
必
要
量

の
必
要
量

の
必
要
量

高
度
急
性
期

1
,7
7
9
床

8
9
6
床

急
性
期

3
,4
9
2
床

2
,7
5
7
床

回
復
期

6
3
8
床

2
,2
0
1
床

慢
性
期

1
,8
3
9
床

1
,2
4
7
床

病
床
計

8
,3
5
8
床

7
,0
7
4
床

在
宅
医
療
等

の
必
要
量

―
1
0
,1
5
5
人
/日

•
岐
阜
圏
域
で
は
、
回
復
期
機
能
が
約
1
,6
0
0
床
不
足

す
る
と
推
計

・
将
来
の
医
療
提
供
体
制
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
「
適
正
な
役
割
分
担
」、
「
病

床
規
模
の
適
性
化
」
、
「
経
営
基
盤
の
効
率
化
」
の
３
つ
の
視
点
か
ら
医
療
機
関

が
自
主
的
に
取
り
組
む
。
基
本
的
な
方
向
性
は
以
下
の
と
お
り
。

・
岐
阜
大
学
医
学
部
附
属
病
院

岐
阜
大
学
医
学
部
附
属
病
院

岐
阜
大
学
医
学
部
附
属
病
院

岐
阜
大
学
医
学
部
附
属
病
院
が
県
全
体
の
急
性
期
医
療
の
中
心
的
役
割
を
担

い
、
岐
阜
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
岐
阜
市
民
病
院
、
松
波
総
合
病
院

岐
阜
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
岐
阜
市
民
病
院
、
松
波
総
合
病
院

岐
阜
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
岐
阜
市
民
病
院
、
松
波
総
合
病
院

岐
阜
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
岐
阜
市
民
病
院
、
松
波
総
合
病
院
が
、
岐
阜

大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
連
携
し
て
、
岐
阜
圏
域
の
急
性
期
医
療
の
中
心
的
役

割
を
担
う
。

・
特
定
の
診
療
分
野
や
政
策
医
療
分
野
で
貢
献
し
て
い
る
病
院
（
岐
阜
赤
十
字
病

岐
阜
赤
十
字
病

岐
阜
赤
十
字
病

岐
阜
赤
十
字
病

院院院 院
（
災
害
拠
点
、
感
染
症
）、
長
良
医
療
セ
ン
タ
ー

長
良
医
療
セ
ン
タ
ー

長
良
医
療
セ
ン
タ
ー

長
良
医
療
セ
ン
タ
ー
（
周
産
期
）
、
村
上
記
念
病
院

村
上
記
念
病
院

村
上
記
念
病
院

村
上
記
念
病
院

（
脳
卒
中
）
、
岐
阜
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

岐
阜
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

岐
阜
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

岐
阜
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
心
疾
患
）
等
）や
、
地
理
的
に
急
性
期
医
療

を
要
す
る
病
院
（
羽
島
市
民
病
院

羽
島
市
民
病
院

羽
島
市
民
病
院

羽
島
市
民
病
院
、
東
海
中
央
病
院

東
海
中
央
病
院

東
海
中
央
病
院

東
海
中
央
病
院
、
岐
北
厚
生
病
院

岐
北
厚
生
病
院

岐
北
厚
生
病
院

岐
北
厚
生
病
院
等
）の
役

割
分
担
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
す
る
。

・
急
性
期
を
担
う
医
療

急
性
期
を
担
う
医
療

急
性
期
を
担
う
医
療

急
性
期
を
担
う
医
療
機
関
等
以
外

機
関
等
以
外

機
関
等
以
外

機
関
等
以
外
は
、
救
急
医
療
体
制
の
確
保
に
配
慮
し
た
上

で
、
回
復
期
中
心
へ
シ
フ
ト
す
る
。

岐
阜
圏
域
の
例
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•
道
全
体
で
は
、
約
1
,9
0
0床
（
平
成
2
7年
病
床
機
能
報
告
集
計
数
の
約
2
％
）
が
過
剰
と
な
る
一
方
で
、
回
復
期
機
能
が
約

1
4
,8
0
0
床
（
現
在
の
約
26
0
%
相
当
）
不
足
す
る
と
推
計

•
一
部
区
域
で
は
、
自
治
体
病
院
等
を
中
心
と
し
た
具
体
的
な
機
能
分
化
・
連
携
の
イ
メ
ー
ジ
を
提
示

北
海
道
の

北
海
道
の

北
海
道
の

北
海
道
の
地
域
医
療
構
想
の
概
要

地
域
医
療
構
想
の
概
要

地
域
医
療
構
想
の
概
要

地
域
医
療
構
想
の
概
要
と
北
空
知
構
想
区
域
の

と
北
空
知
構
想
区
域
の

と
北
空
知
構
想
区
域
の

と
北
空
知
構
想
区
域
の
記
載
に
つ
い
て

記
載
に
つ
い
て

記
載
に
つ
い
て

記
載
に
つ
い
て

構
想
区
域
の
設
定
（

2
1
構
想
区
域
）

概
要北
空
知
構
想
区
域
の
2
0
2
5
年
の
病
床
の

必
要
量
と
在
宅
医
療
等
の
必
要
量

北
空
知
構
想

区
域
の
例

区
分

区
分
区
分

区
分

平
成

平
成
平
成

平
成
2
7
2
727
2
7
（（（ （
2
0
1
5

2
0
1
5

2
0
1
5

2
0
1
5
））） ）
年
に

年
に
年
に

年
に

お
け
る
機
能
別
病
床

お
け
る
機
能
別
病
床

お
け
る
機
能
別
病
床

お
け
る
機
能
別
病
床

数
（
病
床
機
能
報
告
）

数
（
病
床
機
能
報
告
）

数
（
病
床
機
能
報
告
）

数
（
病
床
機
能
報
告
）

平
成

平
成
平
成

平
成
3
7
3
737
3
7
（（（ （
2
0
2
5

2
0
2
5

2
0
2
5

2
0
2
5
））） ）

年
に

年
に
年
に

年
に
お
け
る
病
床

お
け
る
病
床

お
け
る
病
床

お
け
る
病
床

の
必
要
量

の
必
要
量

の
必
要
量

の
必
要
量

高
度
急
性
期

０
床

1
7
床

急
性
期

1
9
1
床

1
0
0
床

回
復
期

０
床

1
5
3
床

慢
性
期

4
0
7
床

2
5
2
床

病
床
計

5
9
8
床

5
2
2
床

在
宅
医
療
等

の
必
要
量

―
5
2
4
人
/
日

北
空
知
構
想
区
域
の
地
域
医
療
構
想
達
成
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト・
左
図
を
「
北
空
知
圏

域
の
医
療
機
能
の

分
化
・
連
携
イ
メ
ー

ジ
」
と
し
て
提
示

・
一
部
の
病
床
の
機

能
を
転
換
す
る
図

（
赤
枠
）
を
示
し
、

「
回
復
期
機
能
の

充
足
の
た
め
に
各

病
院
が
ど
の
よ
う
に

役
割
分
担
を
行
う

か
等
に
つ
い
て
議

論
」
す
る
と
記
載

3
3

国
消
費
税
財
源
活
用

市町村
市

町
村

計
画

（
੦

স
事

業
計

画
）

都道府県

都
道

府
県

計
画

(੦
স

事
業

計
画

)
基
金

※
国
と
都
道
府
県
の

負
担
割
合
２
／
３
、
１
／
３

申申申 申請請請 請

事
業

者
等

（
挨

探
機

ঢ়
、

捈
૧

१
ー

অ
५

事
業

ਚ
等

）

交交交 交付付付 付

交
付

交
付

交
付

交
付

地
域

挨
探

捈
૧

੕
合

確
৳

੦
স

交
付

交
付

交
付

交
付

提
出

提
出

提
出

提
出

交
付

交
付

交
付

交
付

提
出

提
出

提
出

提
出

申
請

申
請

申
請

申
請

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
の
対
象
事
業

１
地
域
医
療
構
想
の
達
成
に
向
け
た
医
療
機
関
の
施
設
又
は
設
備
の
整
備

に
関
す
る
事
業

２
居
宅
等
に
お
け
る
医
療
の
提
供
に
関
す
る
事
業

３
介
護
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
事
業
（
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
）

４
医
療
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
事
業

５
介
護
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
事
業

都
道
府
県
計
画
及
び
市
町
村
計
画
（基
金
事
業
計
画
）

○○○ ○
基
金
に
関
す
る
基
本
的
事
項

基
金
に
関
す
る
基
本
的
事
項

基
金
に
関
す
る
基
本
的
事
項

基
金
に
関
す
る
基
本
的
事
項

・
公
正
か
つ
透
明
な
プ
ロ
セ
ス
の
確
保
（
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
の
整
備
）

・
事
業
主
体
間
の
公
平
性
な
ど
公
正
性
・
透
明
性
の
確
保

・
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
等
と
の
役
割
分
担

○○○ ○
都
道
府
県
計
画
及
び
市
町
村
計
画
の
基
本
的
な
記
載
事
項

都
道
府
県
計
画
及
び
市
町
村
計
画
の
基
本
的
な
記
載
事
項

都
道
府
県
計
画
及
び
市
町
村
計
画
の
基
本
的
な
記
載
事
項

都
道
府
県
計
画
及
び
市
町
村
計
画
の
基
本
的
な
記
載
事
項

医
療
介
護
総
合
確
保
区
域
の
設
定
※
1
／
目
標
と
計
画
期
間
（
原
則
１
年
間
）
／

事
業
の
内
容
、
費
用
の
額
等
／
事
業
の
評
価
方
法
※
2

※
1
都
道
府
県
は
、
二
次
医
療
圏
及
び
老
人
福
祉
圏
域
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
て
設
定
。
市
町
村
は
、
日
常
生
活
圏
域
を
念
頭
に
設
定
。

※
2
都
道
府
県
は
、
市
町
村
の
協
力
を
得
つ
つ
、
事
業
の
事
後
評
価
等
を
国
は
都
道
府
県
の
事

業
を
検
証
し
、
基
金
の
配
分
等
に
活
用

○○○ ○
都
道
府
県
は
市
町
村
計
画
の
事
業
を
と
り
ま
と
め
て
、
都
道
府
県
計
画
を
作
成

都
道
府
県
は
市
町
村
計
画
の
事
業
を
と
り
ま
と
め
て
、
都
道
府
県
計
画
を
作
成

都
道
府
県
は
市
町
村
計
画
の
事
業
を
と
り
ま
と
め
て
、
都
道
府
県
計
画
を
作
成

都
道
府
県
は
市
町
村
計
画
の
事
業
を
と
り
ま
と
め
て
、
都
道
府
県
計
画
を
作
成

○
団

塊
の

世
代

が
75歳

以
上

と
な

る
2025ফ

を
捯

捬
す

れ
य

、
病

床
の

機
能

ী
化

・
৴

掠
、

厪
挭

医
探

・
捈

厽
の

掙
進

、
医

探
・

捈
厽

జ
事

者
の

卾
৳

・
ඐ

勲
環

挌
の

改
ఒ

等
、

「
捓

厾
的

か
つ

拾
の

ৈ
い

医
探

提
供

体
勧

の
構

ണ
」

と
「

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
঒

の
構

ണ
」

が
急

勲
の

挜
匑

。
○

こ
の

た
め

、
平

成
２

６
ফ

২
か

ら
拔

厔
卮

匲
厓

ী
等

を
卹

用
し

た
拉

政
匣

拶
勧

২
（

地
域

医
探

捈
厽

匫
合

卾
৳

基
স

）
を

൉
設

し
、

厰
都

道
府

県
に

設
置

。
厰

都
道

府
県

は
、

都
道

府
県

計
画

を
作

成
し

、
当

該
計

画
に

基
づ

き
事

業
を

実
施

。

平
成
29年
度
政
府
予
算
：公
費
で
1,628億

円
（医
療
分
904億

円
、
介
護
分
724億

円
）

3
4



病
床
の
機
能
分
化
・
連
携
に
向
け
た
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
の
重
点
配
分
（
案
）

地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
の
議
論
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
具
体
的
な
整
備
計
画
を

具
体
的
な
整
備
計
画
を

具
体
的
な
整
備
計
画
を

具
体
的
な
整
備
計
画
を

策
定
し
て
い
る
都
道
府
県

策
定
し
て
い
る
都
道
府
県

策
定
し
て
い
る
都
道
府
県

策
定
し
て
い
る
都
道
府
県
に
対
し
て
重
点
的

重
点
的

重
点
的

重
点
的
ににに に
配
分

配
分
配
分

配
分

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

2
0

1
6
」
（
平
成

2
8
年

6
月

2
日
）
抄

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
の
メ
リ
ハ
リ
あ
る
配
分
等
に
よ
り
、
病
床
の
機
能
分
化
・
連
携
を
推
進
す
る
。

地地地 地域域域 域医医医 医療療療 療介介介 介護護護 護総総総 総合合合 合確確確 確保保保 保基基基 基金金金 金

ⅠⅠⅠ Ⅰ
病
床
の
機
能
・分
化
連
携

病
床
の
機
能
・分
化
連
携

病
床
の
機
能
・分
化
連
携

病
床
の
機
能
・分
化
連
携

ⅡⅡⅡ Ⅱ
在
宅
医
療
の
推
進

在
宅
医
療
の
推
進

在
宅
医
療
の
推
進

在
宅
医
療
の
推
進

ⅢⅢⅢ Ⅲ
医
療
従
事
者
の
確
保

医
療
従
事
者
の
確
保

医
療
従
事
者
の
確
保

医
療
従
事
者
の
確
保

地
域

地
域
地
域

地
域
の
実
情
に
応
じ
た

の
実
情
に
応
じ
た

の
実
情
に
応
じ
た

の
実
情
に
応
じ
た
配
分

配
分
配
分

配
分

※※※ ※
ⅡⅡⅡ Ⅱ
及
び

及
び
及
び

及
び
ⅢⅢⅢ Ⅲ
の
事
業
を
含
め
た
全
体
の
配
分
に
つ
い
て
も
、
整
備
計
画

の
事
業
を
含
め
た
全
体
の
配
分
に
つ
い
て
も
、
整
備
計
画

の
事
業
を
含
め
た
全
体
の
配
分
に
つ
い
て
も
、
整
備
計
画

の
事
業
を
含
め
た
全
体
の
配
分
に
つ
い
て
も
、
整
備
計
画
ののの の
策
定
状
況
を

策
定
状
況
を

策
定
状
況
を

策
定
状
況
を
踏踏踏 踏

ま
え
た
メ
リ
ハ
リ

ま
え
た
メ
リ
ハ
リ

ま
え
た
メ
リ
ハ
リ

ま
え
た
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
配
分
を
行
う
こ
と
を

を
つ
け
た
配
分
を
行
う
こ
と
を

を
つ
け
た
配
分
を
行
う
こ
と
を

を
つ
け
た
配
分
を
行
う
こ
と
を
検
討

検
討
検
討

検
討

○
先
行
的
に
在
宅
医
療
等
の
整
備
を
進
め
て
い
か
な
い
と
、
退
院
後
の
在
宅
移
行
の

受
け
皿
が
で
き
ず
、
か
え
っ
て
病
床
の
機
能
分
化
・
連
携
が
進
ま
な
い

○
Ⅱ
及
び
Ⅲ
の
事
業
に
は
、
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
費
や
看
護
師
養
成
所

の
運
営
費
・
整
備
費
、
病
院
内
保
育
所
の
運
営
費
等
（※
）の
継
続
的
な
実
施
が
必
要

な
事
業
も
含
ま
れ
て
い
る

※
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
基
金
創
設
前
よ
り
国
庫
補
助
で
実
施

（
医
療
分
の
事
業
区
分
）

（
配
分
方
針
）

3
5

○○○ ○
命
令
・
指
示
・
勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
旨
を
公
表

命
令
・
指
示
・
勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
旨
を
公
表

命
令
・
指
示
・
勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
旨
を
公
表

命
令
・
指
示
・
勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
旨
を
公
表

○○○ ○
命
令
・
指
示
・
勧
告
に
従
わ
な
い
地
域
医
療
支
援
病
院
･特
定
機
能
病
院

命
令
・
指
示
・
勧
告
に
従
わ
な
い
地
域
医
療
支
援
病
院
･特
定
機
能
病
院

命
令
・
指
示
・
勧
告
に
従
わ
な
い
地
域
医
療
支
援
病
院
･特
定
機
能
病
院

命
令
・
指
示
・
勧
告
に
従
わ
な
い
地
域
医
療
支
援
病
院
･特
定
機
能
病
院

※※※ ※
は
承
認
を
取
消
し

は
承
認
を
取
消
し

は
承
認
を
取
消
し

は
承
認
を
取
消
し

都
道
府
県
知
事
の
権
限
の
行
使
の
流
れ

都
道
府
県
知
事
の
権
限
の
行
使
の
流
れ

都
道
府
県
知
事
の
権
限
の
行
使
の
流
れ

都
道
府
県
知
事
の
権
限
の
行
使
の
流
れ

•
病
床
機
能
報
告
に
お
い
て
基
準
日
と
基
準
日
後
の

病
床
機
能
報
告
に
お
い
て
基
準
日
と
基
準
日
後
の

病
床
機
能
報
告
に
お
い
て
基
準
日
と
基
準
日
後
の

病
床
機
能
報
告
に
お
い
て
基
準
日
と
基
準
日
後
の

病
床
機
能
が
異
な
る
場
合
で
あ
っ
て

病
床
機
能
が
異
な
る
場
合
で
あ
っ
て

病
床
機
能
が
異
な
る
場
合
で
あ
っ
て

病
床
機
能
が
異
な
る
場
合
で
あ
っ
て

•
基
準
日
後
病
床
機
能
に
応
じ
た
病
床
数
が
、
病
床

基
準
日
後
病
床
機
能
に
応
じ
た
病
床
数
が
、
病
床

基
準
日
後
病
床
機
能
に
応
じ
た
病
床
数
が
、
病
床

基
準
日
後
病
床
機
能
に
応
じ
た
病
床
数
が
、
病
床

の
必
要
量
（必
要
病
床
数
）に
既
に
達
し
て
い
る

の
必
要
量
（必
要
病
床
数
）に
既
に
達
し
て
い
る

の
必
要
量
（必
要
病
床
数
）に
既
に
達
し
て
い
る

の
必
要
量
（必
要
病
床
数
）に
既
に
達
し
て
い
る

地
域
医
療
構
想
の
達
成
を
推
進
す
る
た

地
域
医
療
構
想
の
達
成
を
推
進
す
る
た

地
域
医
療
構
想
の
達
成
を
推
進
す
る
た

地
域
医
療
構
想
の
達
成
を
推
進
す
る
た

め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
協
議
の

め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
協
議
の

め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
協
議
の

め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
協
議
の

場
で
の
協
議
が
調
わ
な
い
と
き
等

場
で
の
協
議
が
調
わ
な
い
と
き
等

場
で
の
協
議
が
調
わ
な
い
と
き
等

場
で
の
協
議
が
調
わ
な
い
と
き
等

都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、

都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、

都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、

都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、

不
足
す
る
医
療
機
能
に
係
る
医
療
を
提

不
足
す
る
医
療
機
能
に
係
る
医
療
を
提

不
足
す
る
医
療
機
能
に
係
る
医
療
を
提

不
足
す
る
医
療
機
能
に
係
る
医
療
を
提

供
す
る
こ
と
を
指
示
（
公
的
医
療
機
関

供
す
る
こ
と
を
指
示
（
公
的
医
療
機
関

供
す
る
こ
と
を
指
示
（
公
的
医
療
機
関

供
す
る
こ
と
を
指
示
（
公
的
医
療
機
関

等
）
又
は
要
請
（
民
間
医
療
機
関
）

等
）
又
は
要
請
（
民
間
医
療
機
関
）

等
）
又
は
要
請
（
民
間
医
療
機
関
）

等
）
又
は
要
請
（
民
間
医
療
機
関
）

【【【 【
過
剰
な
医
療
機
能
へ
の
転
換
の
中
止
等

過
剰
な
医
療
機
能
へ
の
転
換
の
中
止
等

過
剰
な
医
療
機
能
へ
の
転
換
の
中
止
等

過
剰
な
医
療
機
能
へ
の
転
換
の
中
止
等
】】】 】

【【【 【
不
足
す
る
医
療
機
能
へ
の
転
換
等
の
促
進

不
足
す
る
医
療
機
能
へ
の
転
換
等
の
促
進

不
足
す
る
医
療
機
能
へ
の
転
換
等
の
促
進

不
足
す
る
医
療
機
能
へ
の
転
換
等
の
促
進
】】】 】

病
院
の
開
設
等
の
許
可
申

病
院
の
開
設
等
の
許
可
申

病
院
の
開
設
等
の
許
可
申

病
院
の
開
設
等
の
許
可
申

請
が
あ
っ
た
場
合

請
が
あ
っ
た
場
合

請
が
あ
っ
た
場
合

請
が
あ
っ
た
場
合

都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て

都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て

都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て

都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、、、 、

当
該
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
勧
告

当
該
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
勧
告

当
該
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
勧
告

当
該
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
勧
告

要
請
を
受
け
た
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、

当
該
要
請
に
係
る
措
置
を
講
じ
て
い
な
い

①
都
道
府
県
知
事
へ
の
理
由
書
提
出

②
調
整
会
議
で
の
協
議
へ
の
参
加

③
都
道
府
県
医
療
審
議
会
で
の
理
由
等
説
明

理
由
等
が
や
む
を
得
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、

理
由
等
が
や
む
を
得
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、

理
由
等
が
や
む
を
得
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、

理
由
等
が
や
む
を
得
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、

都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、

都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、

都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、

都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、

病
床
機
能
を
変
更
し
な
い
こ
と
を
命
令
（
公
的
医

病
床
機
能
を
変
更
し
な
い
こ
と
を
命
令
（
公
的
医

病
床
機
能
を
変
更
し
な
い
こ
と
を
命
令
（
公
的
医

病
床
機
能
を
変
更
し
な
い
こ
と
を
命
令
（
公
的
医

療
機
関
等
）
又
は
要
請
（
民
間
医
療
機
関
）

療
機
関
等
）
又
は
要
請
（
民
間
医
療
機
関
）

療
機
関
等
）
又
は
要
請
（
民
間
医
療
機
関
）

療
機
関
等
）
又
は
要
請
（
民
間
医
療
機
関
）

応
答
の

努
力
義
務

病
床
を
稼
働
し
て
い
な

病
床
を
稼
働
し
て
い
な

病
床
を
稼
働
し
て
い
な

病
床
を
稼
働
し
て
い
な

い
と
き

い
と
き

い
と
き

い
と
き

不
足
す
る
医
療
機
能
に
係
る

不
足
す
る
医
療
機
能
に
係
る

不
足
す
る
医
療
機
能
に
係
る

不
足
す
る
医
療
機
能
に
係
る

医
療
を
提
供
す
る
旨
の
条
件

医
療
を
提
供
す
る
旨
の
条
件

医
療
を
提
供
す
る
旨
の
条
件

医
療
を
提
供
す
る
旨
の
条
件

を
開
設
等
許
可
に
付
与

を
開
設
等
許
可
に
付
与

を
開
設
等
許
可
に
付
与

を
開
設
等
許
可
に
付
与

正
当
な
理
由
が
な
く
、
当
該
勧
告
に

係
る
措
置
を
講
じ
て
い
な
い

都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い

都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い

都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い

都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い

て
、
て
、
て
、
て
、
期
限
を
定
め
て
、
当
該
勧
告
に

期
限
を
定
め
て
、
当
該
勧
告
に

期
限
を
定
め
て
、
当
該
勧
告
に

期
限
を
定
め
て
、
当
該
勧
告
に

係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
令

係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
令

係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
令

係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
令

正
当
な
理
由
が
な
く
、

条
件
に
従
わ
な
い

都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見

都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見

都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見

都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見

を
聴
い
て
、

を
聴
い
て
、

を
聴
い
て
、

を
聴
い
て
、
期
限
を
定
め
て
条

期
限
を
定
め
て
条

期
限
を
定
め
て
条

期
限
を
定
め
て
条

件
に
従
う
べ
き
こ
と
を
勧
告

件
に
従
う
べ
き
こ
と
を
勧
告

件
に
従
う
べ
き
こ
と
を
勧
告

件
に
従
う
べ
き
こ
と
を
勧
告

都
道
府
県
審
議
会
の
意
見

都
道
府
県
審
議
会
の
意
見

都
道
府
県
審
議
会
の
意
見

都
道
府
県
審
議
会
の
意
見

を
聴
い
て
、

を
聴
い
て
、

を
聴
い
て
、

を
聴
い
て
、
当
該
病
床
の

当
該
病
床
の

当
該
病
床
の

当
該
病
床
の

削
減
を
命
令
（
公
的
医
療

削
減
を
命
令
（
公
的
医
療

削
減
を
命
令
（
公
的
医
療

削
減
を
命
令
（
公
的
医
療

機
関
）
又
は
要
請
（
民
間

機
関
）
又
は
要
請
（
民
間

機
関
）
又
は
要
請
（
民
間

機
関
）
又
は
要
請
（
民
間

医
療
機
関
）

医
療
機
関
）

医
療
機
関
）

医
療
機
関
）

【【【 【
非
稼
働
病
床
の
削
減

非
稼
働
病
床
の
削
減

非
稼
働
病
床
の
削
減

非
稼
働
病
床
の
削
減
】】】 】

要
請
の
場
合

（
民
間
医
療
機
関
）

命
令
の
場
合

（
公
的
医
療
機
関
等
）

指
示
の
場
合

（
公
的
医
療
機
関
等
）

医
療
法
第

3
0
条
の

1
5

医
療
法
第

3
0
条
の

1
6

医
療
法
第
７
条
第
５
項

医
療
法
第

2
7
条
の
２

※
特
定
機
能
病
院
の
承
認
取
消
し
は

厚
生
労
働
大
臣
が
行
う

医
療
法
第

3
0
条
の

1
7

要
請
の
場
合

（
民
間
医
療
機
関
）

要
請
を
受
け
た
者
が
、

正
当
な
理
由
が
な
く
、

当
該
要
請
に
係
る
措
置

を
講
じ
て
い
な
い

都
道
府
県
医
療
審
議

都
道
府
県
医
療
審
議

都
道
府
県
医
療
審
議

都
道
府
県
医
療
審
議

会
の
意
見
を
聴
い
て

会
の
意
見
を
聴
い
て

会
の
意
見
を
聴
い
て

会
の
意
見
を
聴
い
て
、、、 、

当
該
措
置
を
講
ず

当
該
措
置
を
講
ず

当
該
措
置
を
講
ず

当
該
措
置
を
講
ず

べ
き

べ
き
べ
き

べ
き
こ
と
を
勧
告

こ
と
を
勧
告

こ
と
を
勧
告

こ
と
を
勧
告

命
令
・
指
示
・
勧
告
に
従
わ
な
い

医
療
法
第

3
0
条
の

1
8

医
療
法
第

3
0
条
の

1
2

医
療
法
第
７
条
の
２
第
３
項

命令の場合（公的医療機関等）

医
療
法
第

2
9
条
第
３
項

及
び
第
４
項

3
6



3
7

３
病
床
機
能
報
告
制
度
に
つ
い
て

病
床
機
能
報
告
（
現
状
）

ど
の
「
医
療
機
能
」
に
該
当
す
る
か
の
「
定
義
」
を
踏
ま
え
、

病
棟
ご
と
に
医
療
機
関
が
判
断
し
た
も
の

→
地
域
に
お
い
て
医
療
機
関
が
「
表
示
し
た
い
機
能
」

医
療
需
要
（
必
要
病
床
数
）
の
推
計

2
0

1
3
年
の
個
々
の
患
者
の
受
療
状
況
を
ベ
ー
ス
に
、

医
療
資
源
供
給
量
に
沿
っ
て
機
能
ご
と
区
分
し
た
も
の

→
地
域
に
お
け
る
「
各
病
期
の
患
者
発
生
量
」

3
8

病
床
機
能
報
告
と
必
要
病
床
数
の
推
計
と
の
関
係
性
の
イ
メ
ー
ジ



◎
厰

医
探

機
関

（
有

床
൧

探
勰

を
含

む
。

）
は

病
棟

౐
位

で
（

※
）

、
以

ৣ
の

医
探

機
能

に
つ

い
て

、
「

勶
状

」
と

「
০

後
の

方
向

」
を

、
都

道
府

県
に

報
告

す
る

。
※

医
探

ৱ
౺

の
捓

卵
的

か
つ

捓
厾

的
な

卹
用

を
掛

る
掺

勷
か

ら
医

探
機

関
内

で
も

機
能

ী
化

を
掙

進
す

る
た

め
、

「
報

告
は

病
棟

౐
位

を
基

ম
と

す
る

」
と

さ
れ

て
い

る
（

「
一

般
病

床
の

機
能

ী
化

の
掙

進
に

つ
い

て
の

整
৶

」
（

平
成

24ফ
６

月
急

性
期

医
探

に
関

す
る

作
業

グ
ঝ

ー
プ

）
。

◎
医

探
機

能
の

匷
ู

及
び

内
卣

は
以

ৣ
の

と
お

り
と

す
る

。

（
注

）
一

般
病

床
及

び
探

ു
病

床
に

つ
い

て
、

上
記

の
医

探
機

能
及

び
構

造
設

備
・

人
員

配
置

等
に

関
す

る
項

目
・

提
供

す
る

医
探

の
఻

体
的

内
卣

に
関

す
る

項
目

を
報

告
す

る
こ

と
と

す
る

。

◎
病

棟
が

担
う

機
能

を
上

記
の

中
か

ら
い

ず
れ

か
１

つ
選

択
し

て
、

報
告

す
る

こ
と

と
す

る
が

、
実

際
の

病
棟

に
は

、
様

々
な

病
期

の
患

者
が

入
院

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
提

供
し

て
い

る
医

探
の

内
卣

が
৥

ら
か

と
な

る
े

う
に

఻
体

的
な

報
告

事
項

を
報

告
す

る
。

◎
医

探
機

能
を

選
択

す
る

際
の

匯
友

基
準

は
、

病
棟

౐
位

の
医

探
の

午
報

が
勘

拒
し

て
い

る
勶

掀
మ

で
は

఻
体

的
な

数
値

等
を

示
す

こ
と

は
困

難
で

あ
る

た
め

、
上

記
の

厰
医

探
機

能
の

定
性

的
な

基
準

や
、

医
探

機
関

に
お

い
て

算
定

す
る

特
定

入
院

厄
を

厴
卛

に
医

探
機

能
を

選
択

。
な

お
、

平
成

28ফ
২

報
告

か
ら

病
棟

౐
位

の
े

り
ถ

಍
な

ী
ෲ

が
參

能
と

な
る

た
め

、
০

後
、

医
探

機
能

の
匯

友
基

準
を

含
め

、
勧

২
の

ৄ
直

し
を

国
に

お
い

て
検

討
。

挨
探

機
能

の
੡

ู
挨

探
機

能
の

৔
ઍ

ৈ
২

急
性

期
機

能
○

急
性

期
の

患
者

に
対

し
、

状
態

の
早

期
安

定
化

に
向

け
て

、
൧

探
ഡ

২
が

特
に

ৈ
い

医
探

を
提

供
す

る
機

能

急
性

期
機

能
○

急
性

期
の

患
者

に
対

し
、

状
態

の
早

期
安

定
化

に
向

け
て

、
医

探
を

提
供

す
る

機
能

回
挴

期
機

能
○

急
性

期
を

経
過

し
た

患
者

へ
の

厪
挭

挴
ష

に
向

け
た

医
探

や
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
提

供
す

る
機

能
。

○
特

に
、

急
性

期
を

経
過

し
た

脳
血

管
疾

患
や

大
腿

骨
頚

部
骨

ീ
等

の
患

者
に

対
し

、
ڶ

ڹ
ہ

の
向

上
や

厪
挭

挴
ష

を
目

的
と

し
た

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

集
中

的
に

提
供

す
る

機
能

（
回

挴
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
機

能
）

。

慢
性

期
機

能
○

শ
期

に
ॎ

た
り

探
ു

が
必

要
な

患
者

を
入

院
さ

せ
る

機
能

○
শ

期
に

ॎ
た

り
探

ു
が

必
要

な
匤

২
の

揃
县

者
（

匤
২

の
勪

掟
揃

县
者

を
含

む
）

、
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
患

者
又

は
難

病
患

者
等

を
入

院
さ

せ
る

機
能

挨
探

機
ঢ়

が
報

告
す

る
挨

探
機

能
に

つ
い

て

3
9

○
急

性
期

の
患

者
に

対
し

、
状

態
の

早
期

安
定

化
に

向
け

て
、

医
探

を
提

供
す

る
機

能

○
急

性
期

の
患

者
に

対
し

、
状

態
の

早
期

安
定

化
に

向
け

て
、

൧
探

ഡ
২

が
特

に
ৈ

い
医

探
を

提
供

す
る

機
能

特
定

の
機

能
を

有
す

る
病

棟
に

お
け

る
病

床
機

能
報

告
の

取
扱

い

ৈ
২

急
性

期
機

能

回
挴

期
機

能

慢
性

期
機

能
�

特
໰

疾
患

入
院

医
探

管
৶

厄
�

特
໰

疾
患

病
棟

入
院

厄
�

探
ു

病
棟

入
院

基
ম

厄

�
救

命
救

急
入

院
厄

�
特

定
集

中
匮

探
掂

管
৶

厄
�

ӎҶҽҵәӊҳӈ入
院

医
探

管
৶

厄
�

脳
෮

中
ҽҵәӊҳӈ入

院
医

探
管

৶
厄

�
小

ు
特

定
集

中
匮

探
掂

管
৶

厄
�

新
生

ు
特

定
集

中
匮

探
掂

管
৶

厄
�

匫
合

ఢ
勩

期
特

定
集

中
匮

探
掂

管
৶

厄
�

新
生

ు
匮

探
回

挴
掂

入
院

管
৶

厄
急

性
期

機
能

※
ৈ

২
急

性
期

機
能

に
該

当
す

る
と

卛
इ

ら
れ

る
病

棟
の

捁
救

命
救

急
病

棟
、

集
中

匮
探

掂
、

ハ
イ

ケ
ア

ঘ
ॽ

ॵ
ト

、
新

生
ు

集
中

匮
探

掂
、

新
生

ు
匮

探
回

挴
掂

、
小

ు
集

中
匮

探
掂

、
匫

合
ఢ

勩
期

集
中

匮
探

掂
で

あ
る

な
ど

、
急

性
期

の
患

者
に

対
し

て
൧

探
ഡ

২
が

特
に

ৈ
い

医
探

を
提

供
す

る
病

棟

○
শ

期
に

ॎ
た

り
探

ു
が

必
要

な
患

者
を

入
院

さ
せ

る
機

能
○

শ
期

に
ॎ

た
り

探
ു

が
必

要
な

匤
২

の
揃

县
者

（
匤

২
の

勪
掟

揃
县

者
を

含
む

）
、

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

患
者

又
は

難
病

患
者

等
を

入
院

さ
せ

る
機

能

○
急

性
期

を
経

過
し

た
患

者
へ

の
厪

挭
挴

ష
に

向
け

た
医

探
や

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

提
供

す
る

機
能

。
○

特
に

、
急

性
期

を
経

過
し

た
脳

血
管

疾
患

や
大

腿
骨

頚
部

骨
ീ

等
の

患
者

に
対

し
、

ڶ
ڹ

ہ
の

向
上

や
厪

挭
挴

ష
を

目
的

と
し

た
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
集

中
的

に
提

供
す

る
機

能
（

回
挴

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

機
能

）
。

�
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
厄

（
※

）
※

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

に
つ

い
て

は
、

当
該

病
棟

が
勢

に
回

挴
期

機
能

を
提

供
し

て
い

る
場

合
は

、
回

挴
期

機
能

を
選

択
し

、
勢

に
急

性
期

機
能

を
提

供
し

て
い

る
場

合
は

急
性

期
機

能
を

選
択

す
る

な
ど

、
個

々
の

病
棟

の
役

割
や

入
院

患
者

の
状

態
に

ස
ら

し
て

、
医

探
機

能
を

ి
卲

に
選

択
。

特
定

入
院

厄
等

を
算

定
す

る
病

棟
に

つ
い

て
は

、
一

般
的

に
は

、
次

の
と

お
り

そ
れ

ぞ
れ

の
機

能
と

し
て

報
告

す
る

も
の

と
し

て
取

り
扱

う
。

そ
の

他
の

一
般

入
院

厄
等

を
算

定
す

る
病

棟
に

つ
い

て
は

、
厰

病
棟

の
実

態
に

厸
じ

て
選

択
す

る
。

4
0

�
回

挴
期

ӜӎӏӢӜӇҴӀҲӡ病
棟

入
院

厄



4
1

特
定

ো
院

મ
等

ඍ
ল

病
床

ओ
と

の
挨

探
機

能
に

つ
い

て

0%
50%

100%

救
命

救
急

入
院

厄
１

救
命

救
急

入
院

厄
２

救
命

救
急

入
院

厄
３

救
命

救
急

入
院

厄
４

特
定

集
中

匮
探

掂
管

৶
厄

１

特
定

集
中

匮
探

掂
管

৶
厄

２

特
定

集
中

匮
探

掂
管

৶
厄

３

特
定

集
中

匮
探

掂
管

৶
厄

４

ӎҶҽҵәӊҳӈ入
院

医
探

管
৶

厄
１

ӎҶҽҵәӊҳӈ入
院

医
探

管
৶

厄
２

脳
෮

中
ҽҵәӊҳӈ入

院
医

探
管

৶
厄

小
ు

特
定

集
中

匮
探

掂
管

৶
厄

新
生

ు
特

定
集

中
匮

探
掂

管
৶

厄
１

新
生

ు
特

定
集

中
匮

探
掂

管
৶

厄
２

匫
合

ఢ
勩

期
特

定
集

中
匮

探
掂

管
৶

厄
（

ಟ
…

匫
合

ఢ
勩

期
特

定
集

中
匮

探
掂

管
৶

厄
（

新
生

…

新
生

ు
匮

探
回

挴
掂

入
院

医
探

管
৶

厄

ৈ
২

急
性

期
機

能
急

性
期

機
能

回
挴

期
機

能
慢

性
期

機
能

○
特

定
の

機
能

を
有

す
る

病
棟

に
お

け
る

病
床

機
能

報
告

に
つ

い
て

は
、

概
ね

取
扱

い
の

と
お

り
と

な
っ

て
い

る
。

0%
50%

100%

回
挴

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

厄
１

回
挴

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

厄
２

回
挴

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

厄
３

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

入
院

厄
１

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

入
院

厄
２

地
域

包
括

ケ
ア

入
院

医
探

管
৶

厄
１

地
域

包
括

ケ
ア

入
院

医
探

管
৶

厄
２

特
໰

疾
患

入
院

医
探

管
৶

厄

特
໰

疾
患

病
棟

入
院

厄
１

特
໰

疾
患

病
棟

入
院

厄
２

探
ു

病
棟

入
院

基
ম

厄
１

探
ു

病
棟

入
院

基
ম

厄
２

探
ു

病
棟

入
院

基
ম

厄
特

厌
入

院
基

ম
厄

※
上

記
デ

ー
タ

は
、

平
成
2
8ফ

২
病

床
機

能
報

告
に

お
い

て
、

以
ৣ

の
エ

ラ
ー

を
揄

外
し

、
集

計
し

た
も

の
。

エ
ラ

ー
：

「
報

告
対

象
外

」
、

「
病

院
/有

床
൧

探
勰

ৼ
挆

」
「

ಅ
參

病
床

数
記

ൗ
勘

備
」

、
「

医
探

機
能

記
ൗ

勘
備

（
7月

）
」

救
命

救
急

入
院

厄
１

救
命

救
急

入
院

厄
２

救
命

救
急

入
院

厄
３

救
命

救
急

入
院

厄
４

特
定

集
中

匮
探

掂
管

৶
厄

１

特
定

集
中

匮
探

掂
管

৶
厄

２

特
定

集
中

匮
探

掂
管

৶
厄

３

特
定

集
中

匮
探

掂
管

৶
厄

４

ӎҶҽҵәӊҳӈ入
院

医
探

管
৶

厄
１

ӎҶҽҵәӊҳӈ入
院

医
探

管
৶

厄
２

脳
෮

中
ҽҵәӊҳӈ入

院
医

探
管

৶
厄

小
ు

特
定

集
中

匮
探

掂
管

৶
厄

新
生

ు
特

定
集

中
匮

探
掂

管
৶

厄
１

新
生

ు
特

定
集

中
匮

探
掂

管
৶

厄
２

匫
合

ఢ
勩

期
特

定
集

中
匮

探
掂

管
৶

厄
（

ಟ
体

・
ၚ

ు
）

匫
合

ఢ
勩

期
特

定
集

中
匮

探
掂

管
৶

厄
（

新
生

ు
）

新
生

ు
匮

探
回

挴
掂

入
院

医
探

管
৶

厄

0

0.5 1

1.5 2

2.5 3

3.5 4

1
500

4
2

病
棟

ओ
と

の
઀

挿
औ

ो
て

い
る

挨
探

の
৔

ઍ
に

つ
い

て
（

病
院

、
൧

探
ਚ

）
○

グ
ラ

フ
は

、
ৈ

২
૶

ਙ
਋

機
能

を
報

告
し

て
い

る
病

棟
で

、
『

循
環

器
内

科
』

も
し

く
は

『
ള

数
の

൧
探

科
で

卹
用

（
う

ち
、

上
位

１
位

に
『

循
環

器
内

科
』

を
選

択
）

』
を

選
択

し
て

い
る

病
棟

に
お

い
て

、
『

病
床

あ
た

り
経

皮
的

冠
動

脈
形

成
術

の
レ

セ
プ

ト
件

数
』

を
多

い
順

に
並

べ
た

も
の

。
全
7
6
4病

棟
（
5
0
8施

設
）

の
う

ち
、
1
0
3病

棟
（
4
8施

設
）

が
実

施
件

数
０

件
と

な
っ

て
い

る
。

注
）

当
該

病
棟

で
実

績
が

無
い

場
合

で
あ

っ
て

も
、

当
該

施
設

の
他

の
病

棟
で

実
施

さ
れ

て
い

る
場

合
が

あ
る

。
○

実
施

件
数

０
件

の
1
0
3病

棟
（
8
4施

設
）

の
う

ち
、

施
設

全
体

に
お

け
る

実
施

件
数

が
０

件
で

あ
る

の
は
4
8病

棟
（
3
8施

設
）

で
あ

っ
た

。

1ヶ
月

間
の

病
棟

あ
た

り
実

施
件

数
が
1以

上
1
0未

満
の
3
6
5病

棟
1ヶ

月
間

の
病

棟
あ

た
り

実
施

件
数

が
０

の
1
0
3病

棟

平
成

２
８

ফ
６

月
病

棟
あ

た
り

൧
探

実
績

病
棟

数
割

合

1
0 件

以
上

2
9
6

3
8
.7
%

1 以
上
1
0 未

満
3
6
5

4
7
.8
%

0
1
0
3

1
3
.5
%

合
計

7
6
4

1
0
0
.0
%

※
病

棟
あ

た
り
1
0未

満
で

＊
表

示
さ

れ
て

い
る

病
棟

を
、

೶
࿤

上
、

শ
方

形
の

か
た

ऽ
り

と
し

て
表

勶
。

病床あたり経皮的冠動脈形成術のレセプト件数
※

上
記

グ
ラ

フ
は

、
平

成
2
8ফ

২
病

床
機

能
報

告
に

お
い

て
、

以
ৣ

の
エ

ラ
ー

を
揄

外
し

、
集

計
し

た
も

の
。

エ
ラ

ー
：

「
報

告
対

象
外

」
、

「
病

院
/有

床
൧

探
勰

ৼ
挆

」
、

「
病

床
数

の
記

ൗ
勘

備
」

、
「

医
探

機
能

記
ൗ

勘
備

（
7月

）
」

、
「

൧
探

科
の

記
ൗ

勘
備

」

う
ち

、
5
5病

棟
（
1
0施

設
）

：
同

じ
施

設
内

の
他

病
棟

で
実

施
4
8病

棟
（
3
8施

設
）

：
施

設
全

体
で

実
施

件
数

０
件 精

査
中



H
2
9
.3
月

H
2
9
.4
～
6
月

H
2
9
.7
～
9
月

H
2
9
.1
0
～
1
2
月

H
3
0
.1
～
3
月

H
3
0
.4
～
6
月

H
3
0
.7
～
9
月

国病床機能報告制度

平
成
2
9
年
度
病
床

機
能
報
告
開
始

平
成
3
0
年
度
病
床

機
能
報
告
（
見
直
し

た
基
準
を
反
映
）
開

始

医療機関

平
成

平
成
平
成

平
成
2
9
2
9
2
9
2
9
年
度
以
降
の
病
床
機
能
報
告
に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
（
案
）

年
度
以
降
の
病
床
機
能
報
告
に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
（
案
）

年
度
以
降
の
病
床
機
能
報
告
に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
（
案
）

年
度
以
降
の
病
床
機
能
報
告
に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
（
案
）

各
都
道
府
県
が
平
成

2
8
年
度
病
床
機
能
報

告
の
結
果
を
公
表

医
療
機
関
、
関
係
団

体
へ
周
知

告
示
改
正

・
平
成
3
0
年
度
診
療

報
酬
改
定
等
を
踏

ま
え
た
報
告
項
目

の
見
直
し

各
都
道
府
県
が
平
成

2
9
年
度
病
床
機
能
報

告
の
結
果
を
公
表

報
告
様
式
の
送
付

提
出
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
集
計

病
棟
ご
と
に
デ
ー
タ
を
集
計

し
、
報
告
様
式
を
提
出

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
平
成
2
8
年
度
病
床
機
能
報
告
の
分
析
を
行
う

検
討
会
に
お
い
て
、
以
下
に
つ
い
て
検
討

・
病
棟
コ
ー
ド
を
活
用
し
た
基
準
の
見
直
し

・
次
期
診
療
報
酬
改
定
等
を
見
据
え
た
項
目
変
更

4
3

４
医
療
と
介
護
の
連
携
に
つ
い
て

4
4



在
宅
医
療
等
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
必
要
量
の
考
え
方
に
つ
い
て

⑤
現
時
点

の
老
健
施

設
の
入
所

者
数

【現状】

①
障
害
者
・

難
病
患
者

数

③
一
般
病
床

で
C

3
基
準
未

満
の
患
者
数

④
現
時
点
で
訪
問
診
療

を
受
け
て
い
る
患
者
数

【将来】

慢
性
期
機
能
及
び
在
宅
医
療
等

回
復
期

機
能

②
療
養
病
床
の

入
院
患
者
数

地
域
差

の
解
消

医
療
区

分
１
の

7
0
％

回
復
期

リ
ハ
病

棟
の
患

者
数

都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
在
宅
医
療
等
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
必
要
量
に
つ
い
て
、
協
議
の
場
を
活
用
し
医
療
、
介
護

各
々
の
主
体
的
な
取
組
に
よ
り
受
け
皿
整
備
の
責
任
を
明
確
に
し
た
上
で
、
次
期
医
療
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
に

お
け
る
整
合
的
な
整
備
目
標
・
見
込
み
量
を
設
定
す
る
。

外
来
受
診

在
宅
医
療

（
訪
問
診
療
）

（
医
療
の
対
応
）

（
介
護
の
対
応
）

介
護
療
養

か
ら
の
転
換

医
療
療
養

か
ら
の
転
換

施
設
サ
ー
ビ
ス

（
特
養
、
老
健
）

居
宅
サ
ー
ビ
ス

4
0
歳
未
満

そ
の
他
（
※
１
）

（
※
１
）
そ
の
他
：
介
護
保
険
の
要
介
護
被
保
険
者
等
が
訪
問
看
護
等
の
提
供
を
受
け
る
場
合
、
末
期
の
悪
性
腫
瘍
、
難
病
患
者
、
急
性
増
悪

等
に
よ
る
主
治
医
の
指
示
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
に
、
医
療
保
険
の
給
付
が
行
わ
れ
る
。

（
※
２
）
外
来
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
者
の
一
部
に
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
者
も
あ
り

※
２

医
療
、
介
護
の
ど
の
類
型
の
受
け
皿
で
対
応
す

医
療
、
介
護
の
ど
の
類
型
の
受
け
皿
で
対
応
す

医
療
、
介
護
の
ど
の
類
型
の
受
け
皿
で
対
応
す

医
療
、
介
護
の
ど
の
類
型
の
受
け
皿
で
対
応
す

る
べ
き
か
検
討
し
、
整
合
的
な
整
備
目
標
・見

る
べ
き
か
検
討
し
、
整
合
的
な
整
備
目
標
・見

る
べ
き
か
検
討
し
、
整
合
的
な
整
備
目
標
・見

る
べ
き
か
検
討
し
、
整
合
的
な
整
備
目
標
・見

込
み
量
を
設
定

込
み
量
を
設
定

込
み
量
を
設
定

込
み
量
を
設
定

4
5

2
9
年
度

年
度
年
度

年
度

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8
年
度

年
度
年
度

年
度

第
７
次

医
療
計
画

（
中
間
見
直
し
）

第
７
期

介
護
保
険
事
業
(支

援
)計

画
第
８
期

介
護

保
険
事
業

(支
援
)計

画
第
９
期

介
護
保
険
事
業
(支

援
)計

画

計
画
期
間

整
合
的
な
整
備
目
標
の
イ
メ
ー
ジ
②
計
画
期
間
分

第
８
次

医
療
計
画 地
域
医

療
構
想

構
想
区
域
（
二
次
医
療
圏
）
に
お
け
る

病
床
の
機
能
分
化
・
連
携
の
イ
メ
ー
ジ

在
宅
医
療
、
介
護
の
整
備
目
標
・
見
込
み
量
の
イ
メ
ー
ジ

協
議
の

場

外
来
受
診

在
宅
医
療

（
訪
問
診
療
）

転換
施
設

サ
ー
ビ
ス

居
宅

サ
ー
ビ
ス

計
画
の
期
間
ご
と

計
画
の
期
間
ご
と

計
画
の
期
間
ご
と

計
画
の
期
間
ご
と
の
目
標
・
見
込
み
量
の
設
定
が
必
要
で
、
病
床
の
動
向
等
を
勘
案

病
床
の
動
向
等
を
勘
案

病
床
の
動
向
等
を
勘
案

病
床
の
動
向
等
を
勘
案
す
る
必
要

現
状

外
来
受
診

在
宅
医
療

（
訪
問
診
療
）

転換
施
設

サ
ー
ビ
ス

居
宅

サ
ー
ビ
ス

整
合
的
な
整
備
目
標
・
見
込
み
量
の
イ
メ
ー
ジ

病
床
の
必
要
量

在
宅
医
療
等
の

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
必
要
量

・
計
画
の
期
間
ご
と

計
画
の
期
間
ご
と

計
画
の
期
間
ご
と

計
画
の
期
間
ご
と
の
目
標
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域

地
域
地
域

地
域
医
療
構
想
調
整

医
療
構
想
調
整

医
療
構
想
調
整

医
療
構
想
調
整
会
議

会
議
会
議

会
議
の
議
論
を
参
考
と
す
る

→
構
想
区
域
（二
次
医
療
圏
）
ご
と
の
病
床
機
能
の
転
換
の
動

構
想
区
域
（二
次
医
療
圏
）
ご
と
の
病
床
機
能
の
転
換
の
動

構
想
区
域
（二
次
医
療
圏
）
ご
と
の
病
床
機
能
の
転
換
の
動

構
想
区
域
（二
次
医
療
圏
）
ご
と
の
病
床
機
能
の
転
換
の
動

向
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
病
床
の
必
要
量
と
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
必

向
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
病
床
の
必
要
量
と
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
必

向
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
病
床
の
必
要
量
と
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
必

向
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
病
床
の
必
要
量
と
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
必

要
量
を
含
め
た
在
宅
医
療
等
の
必
要
量
と
整
合
性
の
と
れ
た
、

要
量
を
含
め
た
在
宅
医
療
等
の
必
要
量
と
整
合
性
の
と
れ
た
、

要
量
を
含
め
た
在
宅
医
療
等
の
必
要
量
と
整
合
性
の
と
れ
た
、

要
量
を
含
め
た
在
宅
医
療
等
の
必
要
量
と
整
合
性
の
と
れ
た
、

整
備
目
標
・見
込
み
量
と
す
る
こ
と
が
必
要
。

整
備
目
標
・見
込
み
量
と
す
る
こ
と
が
必
要
。

整
備
目
標
・見
込
み
量
と
す
る
こ
と
が
必
要
。

整
備
目
標
・見
込
み
量
と
す
る
こ
と
が
必
要
。

【病床での対応】

【病床外で

の対応】

既
存
の
病
床
数

（
一
般
・
療
養
）

在
宅
医
療
等
の

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
必
要
量4
6



2
9
年
度

年
度
年
度

年
度

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8
年
度

年
度
年
度

年
度

第
７
次

医
療
計
画

（
中
間
見
直
し
）

第
７
期

介
護
保
険
事
業
(支

援
)計

画
第
８
期

介
護

保
険
事
業
(支

援
)計

画
第
９
期

介
護
保
険
事
業
(支

援
)計

画

第
８
次

医
療
計
画地

域
医

療
構
想

在宅医療等

2
9.7～3
3.7万人

Ｃ
３

未
満

医
療
区

分
１

7
0
％
＋

地
域
差

解
消
分

※
こ
の
中
に
、
介
護

の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
者
が
存
在

次
期
医
療
計
画
と
介
護
保
険
事
業
計
画
の
整
備
量
等
の
関
係
に
つ
い
て

介
護
施
設

在
宅
医
療

外
来

•
在
宅
医
療
等
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
必
要
量
は
、
２
０
２
５
年
に
向
け
て
、
約
３
０
万
人
程
度
と
な
る
と
推
計
。

•
こ
れ
ら
の
受
け
皿
と
し
て
は
、
療
養
病
床
の
転
換
等
に
よ
る
在
宅
医
療
、
介
護
施
設
の
整
備
の
他
、
一
般
病

床
か
ら
在
宅
医
療
等
で
対
応
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
外
来
医
療
等
で
対
応
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

•
対
応
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
提
供
体
制
の
整
備
主
体
が
協
議
し
、
医
療
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計

画
の
計
画
期
間
に
応
じ
た
、
整
合
的
な
整
備
目
標
・見
込
み
量
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
。

新
類
型
等
転
換
分

整
備
目
標

整
備
目
標

整
備
目
標

整
備
目
標

4
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